
マ
ル
ク
ス
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範
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の
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す
る
一
反
論

l
l新
沢
・
華
山
両
氏
の
所
説
に
ょ
せ
で
1
1
l

井

上

周

八

新
沢
嘉
芽
統
・
華
山
謙
の
両
氏
は
『
農
業
経
済
研
究
』
三
七
巻
一
号
(
岩
波
書
庖
、
昭
和
田
O
年
七
月
)
に
「
地
代
範
障
の
確
立
」
な
る

論
文
を
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
論
文
は
、
「
新
沢
が
長
年
温
め
て
い
た
テ
l

マ
を
華
山
が
論
証
し
、
両
人
で
検
討
を
加
え
最
も
簡
明
な
形
に

表
現
し
た
」
〈
六
頁
)
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
周
知
の
よ
う
に
、
新
沢
氏
は
そ
の
労
作
『
農
業
剰
余
価
値
形
態
論
』
(
東
大
出
版

会
、
昭
和
二
九
年
七
月
)
で
、
「
戦
前
戦
後
の
地
代
論
論
争
の
結
果
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
代
の
正
確
な
規
定
を
お
こ
な
い
」

(
三
頁
)
、
さ
ら
に
地
代
論
の
現
段
階
に
お
い
て
、
比
較
的
軽
視
さ
れ
な
が
ら
、

実
は
重
要
な
問
題
点
で
あ
る
、

土
地
改
良
、

発

治
水
、

電
、
鉱
山
の
ご
と
き
土
地
に
合
体
す
る
資
本
が
大
き
な
意
味
を
持
つ
分
野
の
問
題
解
明
に
役
立
て
る
た
め
、
土
地
資
本
・
利
子
の
問
題

に
つ
い
て
の
、
従
来
の
い
わ
ば
「
地
代
本
質
論
」
と
も
い
う
べ
き
「
価
値
規
定
と
地
代
規
定
の
相
互
関
聯
」
の
究
明
か
ら
一
歩
進
ん
で
、

マ
ル
ク
ス
の
地
代
範
時
へ
の
批
判
に
対
す
る
一
反
論
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民
の
い
う
農
業
剰
余
価
値
形
態
の
規
定
の
研
究
を
さ
れ
、

ま
た
「
農
産
物
価
格
論
|
|
米
価
形
成
の
機
構
に
関
す
る
研
究

l
l」
(
科
学

技
術
庁
資
源
局
、

昭
和
一
一
一
四
年
二
月
)
で
、

「
小
作
料
H
開
墾
費
の
利
子
」
説
と
そ
の
理
論
的
根
拠
を
明
ら
か
に
し
、
農
村
問
題
ば
か
り
で

な
く
、

日
本
資
本
主
義
の
性
格
規
定
の
た
め
の
中
心
的
課
題
の
一
つ
で
あ
っ
た
わ
が
国
戦
前
の
高
率
小
作
料
の
性
格
規
定
に
あ
た
っ
て
、

注
目
す
べ
き
見
解
を
発
表
さ
れ
て
い
た
。

し
た
が
っ
て
、
「
地
代
範
噂
の
確
立
」
は
新
沢
氏
が
長
年
温
め
て
い
た
テ
1
マ
を
ま
と
め
た
論
文

と
し
て
、

わ
れ
わ
れ
の
大
い
に
期
待
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
私
見
に
よ
れ
ば
、

」
の
期
待
は
満
さ
れ
た
と
は
い

い
が
た
い
。
な
お
、
両
氏
の
所
説
の
理
論
的
根
拠
と
し
て
、
大
内
力
氏
や
日
高
普
民
の
見
解
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
新
沢
・
華

山
両
氏
の
所
説
の
検
討
は
、
大
内
・
日
高
両
民
の
見
解
へ
の
批
判
と
も
な
る
も
の
で
あ
る
。

以
下
、
「
地
代
範
曙
の
確
立
」
に
お
け
る
両
民
の
所
説
を
や
や
詳
細
に
わ
た
っ
て
み
よ
う
。

新
沢
・
華
山
両
氏
の
主
張
は
次
の
如
く
で
あ
る
e

ま
ず
両
民
は
、

は
じ
め
に
「
従
来
地
代
論
は
、
土
地
生
産
力
が
段
階
的
に
変
化
す
る

と
の
仮
定
の
も
と
で
、
表
式
を
組
立
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
て
き
た
。
段
階
的
仮
定
は
最
初
は
算
術
的
に
事
態
を
説
明
す
る
た
め

の
便
宜
上
か
ら
た
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
地
代
論
の
進
展
を
み
る
と
、

」
の
仮
定
の
た
め
に
か
え
っ
て
事
態
の
考
察
が

困
難
に
な
り
、
無
用
な
地
代
範
暁
を
必
要
な
ら
し
め
る
結
果
を
よ
ん
で
い
る
」
(
一
頁
)
と
の
ベ
、
そ
こ
で

「
我
々
は
こ
こ
に

土
地
生
産

力
が
連
続
的
に
変
化
す
る
と
の
仮
定
の
も
と
で
地
代
論
を
展
開
し
た
い
と
思
う
。
連
続
的
仮
定
に
も
と
づ
き
、
需
給
均
衡
条
件
に
よ
る
限

界
分
析
を
お
こ
な
っ
て
み
る
と
、

地
代
は
そ
の
土
地
の
最
適
投
資
に
よ
る
超
過
利
潤
の
転
化
形
態
以
外
に
は
な
く
、
差
額
地
代
の
第
一
形

態
と
第
二
形
態
の
区
別
が
必
要
な
い
こ
と
、

ま
た
最
劣
等
地
に
生
ず
る
差
額
地
代
お
よ
び
絶
対
地
代
の
範
時
も
原
則
と
し
て
必
要
の
な
い

こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
」
(
向
上
)
と
の
ベ
、
地
代
と
は
各
等
級
地
の
最
適
投
資
に
よ
る
超
過
利
潤
の
転
化
形
態
で
あ
る
と
し
て
、

マ
ル
ク



ス
の
地
代
範
時
を
ほ
ぼ
全
面
的
に
否
定
し
て
い
る
。

両
氏
は
こ
の
点
を
論
証
す
る
た
め
、

『
制
限
さ
れ
た
自
然
力
』
な
る
見
出
し
の
も
と
で
、
あ
る
商
品
の
生
産
に
使
わ
れ
る
自
然
力
が
資

本
に
対
し
て
制
限
的
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
次
の
二
条
件
を
み
た
す
時
で
あ
る
と
し
て
、
「
川
そ
の
商
品
の
生
産
に
投
下
さ
れ
る
資
本
量

が
十
分
に
大
き
い
範
囲
で
は
、
生
産
物
量
は
資
本
量
に
対
し
て
逓
減
的
に
し
か
増
大
し
な
い
。

ω生
産
物
量
が
資
本
量
に
対
し
て
逓
増
的

あ
る
い
は
比
例
的
に
増
大
す
る
よ
う
な
投
下
資
本
量
の
範
囲
で
は
、
全
供
給
量
と
全
需
要
量
と
が
あ
る
市
場
価
格
で
均
衡
す
る
こ
と
は
な

い
」
(
向
上
)
と
の
ベ
、
「
た
え
ざ
る
技
術
の
発
展
は
、

こ
の
二
つ
の
条
件
を
克
服
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
土
地
生
産
部
門
に
お
い

て
は
、

土
地
の
特
殊
な
性
質
の
た
め
に
、

こ
の
条
件
は
克
服
さ
れ
え
な
い
」
(
同
上
)
の
で
あ
っ
て
、
右
の
二
条
件
下
に
お
け
る
「
市
場
価

格
調
整
の
機
構
と
、

そ
れ
に
と
も
な
っ
て
剰
余
価
値
の
一
部
が
い
か
に
し
て
地
代
に
転
化
す
る
か
、
そ
れ
を
考
察
す
る
こ
と
が
、
地
代
論

の
課
題
で
あ
る
」
(
向
上
)
と
す
る
。

つ
い
で
両
氏
は
さ
き
に
の
ベ
た
最
適
資
本
量
の
説
明
に
入
り
、
次
の
如
く
の
ベ
る
。
「
単
位
面
積
の
あ
る
土
地
に
つ
い
て
、

そ
こ
に
投

下
さ
れ
る
資
本
旦
一
一
旦
と
、

そ
れ
に
よ
っ
て
え
ら
れ
る
生
産
物
量
と
の
聞
に
、

一
価
の
函
数
関
係
が
存
在
す
る
と
仮
定
す
る
(
そ
の
時
点
の
技
術

水
準
を
前
提
と
し
、
そ
の
土
地
に
適
す
る
最
良
の
農
法
が
と
ら
れ
る
も
の
と
仮
定
し
て
い
る
)
。
資
本
量
を

x
と
し
、
生
産
物
量
を

h
と
す
れ
ば
、

土
地
毎
に

F
H
F
(同
)

(
]
{
)
 

が
定
義
さ
れ
る
。
投
下
資
本
量
を
微
分
小
増
大
す
れ
ば
、
生
産
物
量
が
徴
分
小
増
大
し
少
な
く
と
も
減
少
す
る
こ
と
は
な
い
と
仮
定
す

る

・

:

。
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「
仏

F

/
〉

同

wrc
(
C

ト
u円
〉

(N)」

(
一
|
二
頁
)

四

ま
た
さ
き
の
制
限
さ
れ
た
自
然
力
の
第
一
条
件
、
す
な
わ
ち
「
そ
の
商
品
の
生
産
に
投
下
さ
れ
る
資
本
量
が
十
分
に
大
き
い
範
囲
で
は

生
産
物
量
は
資
本
量
に
対
し
て
逓
減
的
に
し
か
増
大
し
な
い
」
に
よ
り
、

と
す
る
。
こ
こ
で
誌
は
土
地
と
技
術
に
よ
っ
て
定
ま
る
定
数
で
あ
る
。
そ
し
て
、
さ
き
の
「
条
件
一
は
、

負
を
規
定
し
て
い
な
い
が
、
こ
こ
で
は
社

v
f
R
M〈
民
〉
、
日
日

HO(MHHSと
し
よ
う
」
(
向
上
)
と
の
べ
、

一
一
凶
の
仲
の
よ
う
に
描
き
、
そ
の
曲
線
を
生
産
物
曲
線
と
よ
ぶ
。

「
内
回
目
宮
間
M

〈
。
〈
民
八

uc

囚1 tお

(
ω
)」

〈
ニ
頁
)

M 

111¥ 
凶
fコ
の
範
囲
で
の

(1) 仏'0..

式出ぶ
をの
第正

x 

次
に
「
市
場
価
格
(
以
下
い
つ
で
も
単
位
生
産
物
量
当

り
の
市
場
価
格
を
い
う
)
を

P
と
す
れ
ば
(
市
場
価
格

は
論
理
の
帰
結
と
し
て
求
め
ら
れ
る
且
一
旦
で
あ
っ
て
、
こ

ぇ。(P)

」
で
は
未
知
数
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
)

第
一
図
の

川
刊
は
第
一
図
の

ωの
よ
う
に
変
形
で
き
る
。
第

λ C 

図
の
帥
に
お
い
て

P
-
h
軸
は
、

単
位
面
積
当
り

の
売
上
額
を
示
す
。
こ
の
曲
線
を
売
上
曲
線
と
よ

ぶ
。
売
上
曲
線
は
生
産
物
曲
線
を
た
て
軸
方
向
に

引
伸
ば
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
引
伸
ば
し
率
が



P
で
あ
る
」
(
二
一
良
)
と
す
る
。
そ
し
て
「
平
均
利
潤
率
を

r
と
す
れ
ば
、
第
一
一
凶
の
制
に
お
い
て
、
(
同
十
同
)
の
勾
配
を
も
ち
原
点
を
通

る
直
線
上
の
点
は
、
投
下
資
本
が
平
均
利
潤
を
う
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
直
線
を
平
均
利
潤
線
と
よ
ぶ
。
売
上
曲
線
に
平
均
利
潤
線

よ
り
上
に
出
る
部
分
が
あ
れ
ば
、
そ
の
部
分
で
超
過
利
潤
U
が
成
立
す
る
。

d
H
H
V
-
V
ハ
u内

)
i〈
]

戸

十

円

)

凶

(
串
)
」
(
同
上
)

と
し
、
「
第
一
図
の
制
か
ら
、

と
の
土
地
に
つ
い
て
、
市
場
価
格
P
に
お
け
る
最
適
資
本
量
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
資
本
家
に
と
っ

て
最
適
と
は
、
最
大
の
超
過
利
潤
の
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

『
弘
司
一同
H
。

(

問

)

一仏国巴

(
叫
州
制
〈
C

(

O

)

を
満
足
す
る
X
が
最
適
資
本
量
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
閉
式
は

砕
石

5〉
l
+円(
斗

)

と
変
形
で
き
る
。
第
一
図
の

ωに
お
い
て
売
上
曲
線
の
接
線
勾
配
が
(

H

+

円
〉
と
な
る
点
の
X

座
標
が
、
最
適
資
本
量
で
あ
る
。
市
場

価
格
が

P
の
と
き
の
最
適
資
本
量
を
ug(句
)
で
あ
ら
わ
ず
」
(
向
上
)
と
の
ベ
る
。
以
上
で
わ
れ
わ
れ
は
、

生
産
物
曲
線
、
売
上
曲
繰
、
平

均
利
潤
線
、
最
適
資
本
量
等
の
諸
概
念
を
得
た
こ
と
に
な
る
。

次
に
両
氏
は
以
上
の
諸
概
念
を
も
と
に
し
て
、
総
供
給
曲
線
を
問
題
と
す
る
。
両
氏
は
い
う
。
「
第
一
図
の
糾
の
生
産
物
曲
線
に
つ
い

て
、
接
線
の
勾
配
を
、

そ
の
接
点
に
お
け
る
眼
界
投
資
の
生
産
性
と
よ
び

μ
で
あ
ら
わ
す
。

一
つ
の
生
産
物
曲
線
に
対
し
て
は
無
数
に
多

数
の
接
線
を
ひ
く
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
う
ち
原
点
を
通
る
も
の
の
勾
配
を
初
原
投
資
の
生
産
性
と
よ
び
勢
H
F

で
あ
ら
わ
す
(
一
般
に
は
、

原
点
を
通
る
接
線
は
二
本
ひ
け
る
が
、
勾
配
の
大
き
い
も
の
を
と
る
)
。
い
ま
市
場
価
格
を
P
と
す
れ
ば
、
個
々
の
土
地
で
の
資
本
量
は
、
市
場

マ
ル
ク
ス
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地
代
範
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判
に
対
す
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反
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ー』ノ、

価
格
P
で
の
最
適
資
本
量
に
一
致
し
よ
う
と
す
る
。
そ
の
結
果
、
個
々
の
土
地
で
の
最
適
資
本
量
に
お
け
る
限
界
投
資
の
生
産
性

ρ
は、

す

べ

て

よ

J
等
し
く
な
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
す
べ
て
の
土
地
で
仰
式
が
成
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
か
つ
市
場
価
格
P
は

ど

の

ま

に
対
し
て
も
等
し
く
影
響
す
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
市
場
価
格
が

P
な
ら
ば
、
お
よ
よ
る
土
地
は
す
べ
て
耕
作
さ
れ
る
。
な
ぜ

な
ら
ば
そ
の
よ
う
な
土
地
で
は
、

H
V

・ミ
W
H
+
円
で
、
売
上
曲
線
に
接
し
か
っ
原
点
を
通
る
直
線
が
平
均
利
潤
線
の
左
側
に
あ
h

り、

し
た
が
っ
て
平
均
利
潤
以
上
の
利
潤
が
生
ず
る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
第
二
図
を
み
よ
う
。
生
産
物
曲
線
は
、

A 

B
、
C
地
に
よ
っ

x 

E

曲
線
は
第
二
図
の
刷
の
よ
う
に
な
り
、
各
土
地
に
投

vw
下
さ
れ
る
資
本
量
は
、
市
場
価
格
九
で
の
最
適
資
本

命
量
に
な
る
。

A
地
で
は
M
。
〉
(
句
む
、

B
地
で
は

ug切

χ
。(】
V
H
)

、
C
地
で
は
資
本
が
投
下
さ
れ
な
い
。
こ
の
と

H
V

き、

A
、
B
両
地
で
は
最
適
資
本
量
に
お
け
る
限
界

μ
 
ん
投
資
の
生
産
性
が
、
と
も
に

F
H坪
円
に
な
っ
て

い
る
。
ま
た

A
地
?
と
戸
〉
交
じ
で
は
超
過
利
潤
が
え

C 

て
異
な
る
。
市
場
価
格
が
九
な
ら
ば
、
各
地
の
売
上

2 図冴3

P，h 
(b) 

ら
れ
、

B
地
(
王
国
H
交
じ
で
は
平
均
利
潤
が
え
ら
れ
て
い
る
。
第
二
図
の
状
態
か
ら
需
要
が
増
大
し
て
市
場
価
格
が
九
ま
で
上
昇
し
た
と

し
よ
う
。
各
地
の
売
上
げ
曲
線
(
第
三
図
の

ω)
は
、
第
二
図
の
刷
よ
り
、

さ
ら
に
た
て
軸
方
向
に
引
伸
ば
さ
れ
た
形
に
な
る
。
各
地
の
最

適
資
本
量
は
、
市
場
価
格
が
D
H
で
あ
っ
た
と
き
よ
り
右
側
に
移
動
す
る
か
ら
、

A
、
B
地
で
は
投
下
資
本
量
が
増
大
す
る

(
追
加
投
資
が



行
な
わ
れ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
)
。

こ
の
と
き
、
各
地
の
最
適
資
本
量
に
お
け
る
限
界
投
資
の
生
産
性
は
、
す
べ
て

B
H
-
ι
一
円
に
な
っ
て

い
る

o
p八
友
人
・

J
F
V
F
)
で
あ
る
か
ら
、
市
場
価
格
が
上
が
っ
た
た
め
に
、
生
産
性
の
よ
り
低
い
投
資
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

A
地
で
弘
、

B
地
で

h
、
C
地
で

O
と
な
り
、
市
場
価
格
が
D
H
で
あ
っ
た
と

各
地
の
超
過
利
潤
は
、

同
時
に
C
地
も
生
産
に
加
わ
る
。

お
口
ト

t
h
hノ、

い
ず
れ
も
増
大
し
て
い
る
。
ま
た
、

A 

B
、

c一
ニ
地
の
生
産
物
量
の
合
計
は
、
第
三
国
の
場
合
に
第
二
国
の
場
合
よ
り
大
き

Illi 

A
、
B
地
の
生
産
物
量
が
と
も
に
大
き
い
ば
か
り
で
な
く
、
新
た
に
C
地
が
生
産
に
参
加
す
る
か
ら
で
あ
る
」
(
二
|
一
一
一
一
員
)
。

x
川
そ
し
て
両
氏
は
、
以
上
の
考
察
か
ら
次
の
こ
と
が

一
円
明
ら
か
で
あ
る
と
し
て
、
「

ω、
市
場
価
格
が
上
昇

¥
叫
す
れ
ば
、
各
地
の
最
適
資
本
量
に
お
け
る
限
界
投
資

川
町
の
生
産
性
は
低
下
す
る
。
生
産
性
が

μ
で
あ
る
限
界

一
川
投
資
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
た
単
位
生
産
物
量
当
り
の

μ
 

uf μ
 

3屯

し、
3 

1，.1， 

叶j

)
 
(
 

U
A
 

個
別
的
生
産
価
格
は
、
開
式
か
ら

同

十

円

句

u
l
U引
l

(

∞)

で
与
え
ら
れ
る
。
問
、
各
地
に
実
際
に
投
下
さ
れ
た

資
本
量
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
最
適
資
本
量
に
等
し
い
均
衡
状
態
で
考
え
れ
ば
、
最
適
資
本
量
に
お
け
る
限
界
投
資
の
生
産
性

μ
と
生
犀
物
量

S
と
の
間
に
は
一
価
の
函
数
関
係
が
あ
る
。

ω
H
凶
(

h

h

)

にD
) 

マ
ル
ク
ス
の
地
代
範
鴎
へ
の
批
判
に
対
す
る
一
反
論

七



マ
ル
ク
ス
の
地
代
範
礁
へ
の
批
判
に
対
す
る
一
反
論

八

S
は
大
き
く
な
る
。
制
式
と

ω式
と
か
ら
総
供
給
函
数

ω
日
∞
ハ
司
)
を
第
四
図
の
よ
う
に
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
。
第
四
図
に
お
い
て
、
制
式
は
第
四
象
限
に
、
同
式
は
第
三
一
象
限
に
、
そ
し
て
総
供
給
函
数
は
第
一
象
限
に
S
と
し
て
描
か
れ
て
い

る
」
(
三
頁
)
と
の
ベ
る
。

μ
が
小
さ
く
な
る
ほ
ど
、

図

I 

4 第

11 

s 

ゐlV

次
に
両
氏
は
農
産
物
の
市
場
価
格
調
整
機
構
を
第
四
図
を

用
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

①
い
ま
市
場
価
格
が
何
ら
か
の
理
由
に
よ
り

h
ま
で
下
つ

た
と
す
る
。
②
す
る
と
需
要
量
は
払
か
ら
弘
ま
で
時
大
ず

る
。
⑨
こ
の
増
大
し
た
需
要
量
に
応
ず
る
た
め
に
は
、
生
産

μ

性
の
低
い
向
ま
で
の
投
資
が
お
こ
な
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

④
と
こ
ろ
が
各
資
本
が
市
場
価
格
h
(
h
で
は
な
く
、
と
い
う

の
は
よ
り
安
い
価
格
で
〉
で
最
大
の
超
過
利
潤
を
あ
げ
る
よ
う

に
投
下
資
本
の
大
き
さ
を
定
め
れ
ば
、
生
産
性
は
内
ま
で
の

こ
れ
よ
り
生
産
性
の
低
い
投
資
は

投
資
が
お
こ
な
わ
れ
て
、

m 

お
こ
た
わ
れ
な
い
。

@
そ
し
て

E
八
文
田
で
あ
る
か
ら
、

ω
(句
〉
〈

O
(
司
)
と
な
り
、
価
格
は
上
る
。
市
場
価
格
が
何
ら
か
の
理
由
に
よ
っ
て
氏
ま
で
上
っ
た
場
合
に
は
、
逆
の
運
動
が
起
る
。
す

な
わ
ち
、
①
い
ま
市
場
価
格
が
何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
恥
ま
で
上
っ
た
と
す
る
。
⑦
す
る
と
需
要
量
は
臥
か
ら
恥
ま
で
減
少
す
る
。
③
こ

の
減
少
し
た
需
要
量
に
応
ず
る
た
め
に
は
生
産
性
の
高
い
陀
ま
で
の
投
資
が
お
こ
な
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
投
資
が
制
限
さ
れ
る
。
④
と



こ
ろ
が
各
資
本
が
市
場
価
格
氏
で
最
大
の
超
過
利
潤
を
あ
げ
る
よ
う
投
下
資
本
の
大
き
さ
を
定
め
れ
ば
、
生
産
性
は
仇
ま
で
の
投
資
し
か

お
こ
な
わ
れ
ず
、
こ
れ
よ
り
生
産
性
の
高
い
投
資
は
お
こ
な
わ
れ
な
い
。
⑤
そ
し
て

R
V
Xの
で
あ
る
か
ら
、

ω
ハH
M
)

〉
ロ
ハ
H
M
)

と
な

り
、
価
格
は
下
る
。
そ
れ
故
、
「
需
要
お
よ
び
供
給
曲
線
が
第
四
図
の
よ
う
に
与
え
ら
れ
た
と
き
、
市
場
価
格
は
刊
に
調
整
さ
れ
る
。
ま

た
、
市
場
価
格
が
h
に
あ
る
と
き
に
の
み
需
給
は
均
衡
す
る
。
需
給
均
衡
状
態
に
お
け
る
市
場
価
格
を
均
衡
市
場
価
格
と
よ
び

E
で
あ
ら

わ
せ
ば
、

h
は
需
要
、
供
給
両
曲
線
の
交
点
の

P
座
標
で
与
え
ら
れ
る
」
〈
四
頁
)
。

し
た
が
っ
て
、
両
氏
の
見
解
に
あ
っ
て
は
、
市
場
価
捺
調
整
の
機
構
と
、
各
土
地
に
投
下
さ
れ
る
資
本
量
が
最
適
化
す
る
機
構
と
い
う

二
つ
の
運
動
が
、
相
互
に
関
連
L
合
い
な
が
ら
同
時
に
逼
動
し
、
そ
の
結
果
均
衡
市
場
価
格
が
成
立
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
「
市
場
価
格
が
動
揺
す
れ
ば
、
各
土
地
に
投
下
さ
れ
る
資
本
量
も
動
揺
す
る
。
逆
に
す
べ
て
の
土
地
で
按
下
資
本
量
が
最
適
化
さ
れ
な

レ
限
り
、
需
給
は
均
衡
せ
ず
、
市
場
価
格
は
動
揺
す
る
」
〈
向
上
)
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
需
給
の
均
衡
し
た
状
態
を
考
え
れ
ば
、
各
単
位

面
積
の
土
地
に
は
、
そ
の
均
衡
市
場
価
格
託
で
の
最
適
資
本
量
M
8
9巴
が
投
下
さ
れ
、

ロ
H
旬
開

-
V
(
M
g
)
i
(
H
十
円
)
-
M
C

ハ
句
切
)
の
超

過
利
潤
が
生
」
(
向
上
)
ず
る
の
で
あ
る
。
こ
の
超
過
利
潤
が
土
地
所
有
者
の
手
に
帰
す
る
の
は
、

「
均
衡
市
場
価
格
E
に
お
い
て
超
過
利

潤
の
え
ら
れ
る
土
地
は
限
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
完
全
競
争
社
会
で
は
、
超
過
利
潤
を
求
め
て
複
数
資
本
家
間
に
競
争
が
起
り
」

(向上)、

結
局
超
過
利
潤
の
す
べ
て
が
地
主
の
所
有
に
帰
す
る
か
ら
で
あ
る
。

以
上
に
よ
り
両
民
に
よ
る
地
代
一
般
の
説
明
は
終
る
の
で
あ
る
が
、

」
の
結
果
差
額
地
代
の

I
と
E
を
区
別
す
る
こ
と
は
、
両
氏
に
あ

つ
て
は
全
く
無
意
味
と
な
る
。
す
な
わ
ち
両
氏
は
い
う
。
「
マ
ル
ク
ス
は
、
差
額
地
代
を
考
察
す
る
に
あ
た
り
、

ま
す
資
本
量
な
る
条
件
を

捨
象
し
よ
う
と
し
、
同
一
面
積
の
土
地
に
は
同
一
量
の
資
本
が
投
下
さ
れ
る
も
の
と
仮
定
し
た
。
そ
の
後
に
残
る
生
産
物
量
の
差
は
異
種

の
土
地
の
間
に
あ
る
畳
度
の
差
に
も
と
ず
く
も
の
と
考
え
、
差
額
地
代
の
第
一
形
態
を
論
じ
た
。
し
か
し
、
現
実
に
は
、
土
地
種
類
が
異

マ
ル
ク
ス
の
地
代
範
臨
時
へ
の
批
判
に
対
す
る
一
反
論

九



マ
ル
ク
ス
の
地
代
範
鴎
へ
の
批
判
に
対
す
る
一
反
論

。

な
れ
ば
、

そ
こ
に
適
用
さ
れ
る
技
術
も
異
な
り
、
同
一
面
積
の
土
地
に
同
一
量
の
資
本
が
投
下
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
も
し
あ
っ
た
と

し
で
も
偶
然
に
す
ぎ
な
い
。

マ
ル
ク
ス
は
、
第
二
形
態
に
な
っ
て
資
本
量
な
る
概
念
を
導
入
し
よ
う
と
す
る
が
、
結
果
は
混
乱
以
外
の
な

に
も
の
で
も
な
か
っ
た
。
各
土
地
に
投
下
さ
れ
る
資
本
量
は
、
市
場
価
格
の
変
動
に
つ
れ
て
必
然
的
に
最
適
化
す
る
の
だ
か
ら
、
資
本
量

を
捨
象
す
る
と
い
う
思
考
作
業
は
、
本
質
的
に
無
理
で
あ
る
。
し
か
も
、
地
代
論
は
、
未
耕
地
既
耕
地
を
通
じ
て
の
最
劣
等
投
資
に
よ
っ

て
市
場
価
格
が
調
整
さ
れ
る
と
い
う
論
理
の
み
で
構
成
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
か
ら
、
差
額
地
代
の
第
一
形
態
と
第
二
形
態
と
を
区
別
す
る

」
と
は
無
意
味
で
あ
る
」
(
同
上
)
。

そ
し
て
さ
ら
に
最
劣
等
地
に
生
ず
る
差
額
地
代
に
つ
い
て
も
、
以
下
の
如
く
そ
の
存
在
を
否
定
す
る
。

「
第
二
図
の
状
態
か
ら
需
要
が

若
干
増
大
し
、
市
場
価
格
九

(
F〈
F
〈

F
)で
、
需
給
が
均
衡
し
た
と
し
よ
う
。
こ
の
と
き
、
各
地
の
売
上
曲
線
は
第
二
図
と
第
三
図
の

中
間
の
形
を
と
る
。
も
し
当
よ
り
小
さ
く
~
よ
り
も
大
き
い
〆
を
も
っ
土
地
が
存
在
し
な
い
と
仮
定
す
れ
ば
、
市
場
価
格
は
、

A
、
B
両

白
a

u

a

地
の
限
界
投
資

(1よ
同
)
に
よ
っ
て
調
整
さ
れ
、
最
劣
等
地
B
地
に
は
、
超
過
利
潤
が
生
ず
る
。
し
か
し
、
こ
の
仮
定
は
正
し
い

だ
ろ
う
か
。
現
実
の
土
地
は
、
土
性
、
気
象
、
水
利
の
便
、
市
場
へ
の
距
離
等
々
の
条
件
に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
無
限
に
異
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
条
件
に
対
応
す
る
農
法
も
ま
た
無
限
の
変
化
を
示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
各
土
地
毎
に
定
ま
る
生
産
物
曲
線
は
無
限
に
多

様
で
あ
り
、
各
生
産
物
曲
線
に
対
応
す
る
初
原
投
資
の
生
産
性
も
、
連
続
的
に
変
化
す
る
も
の
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
は
な
か
ろ
う
か
。
初

原
投
資
の
生
産
性
が
、
異
種
の
土
地
の
聞
で
連
続
的
に
変
化
す
る
と
仮
定
す
れ
ば
、
最
劣
等
地
に
差
額
地
代
は
生
じ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば

均
衡
市
場
価
格
が
い
か
な
る
水
準
に
あ
り
、
そ
の
市
場
価
格
を
調
整
す
る
限
界
投
資
の
生
産
性
が
い
か
な
る
大
き
き
で
あ
ろ
う
と
も
、
そ

の
限
界
投
資
の
生
産
性
と
ち
ょ
う
ど
等
し
い
大
き
さ
の
初
原
投
資
の
生
産
性
を
も
っ
土
地
が
つ
ね
に
存
在
し
、

そ
の
よ
う
な
土
地
で
は
、

平
均
利
潤
だ
け
が
え
ら
れ
て
、
超
過
利
潤
の
生
ず
る
こ
と
は
な
い
か
ら
で
あ
る
」
(
四
|
五
頁
)
。



そ
し
て
最
後
に
絶
対
地
代
に
つ
い
て
も
同
様
に
次
の
如
く
そ
の
存
在
を
否
定
す
る
の
で
あ
る
。

「
社
会
的
需
要
が
増
大
し
て
、
未
耕
地

か
ら
の
供
給
が
な
け
れ
ば
需
給
が
均
衡
し
な
く
な
る
と
き
、
未
耕
地
の
所
有
者
が
士
地
の
貸
付
け
を
拒
否
す
る
と
す
れ
ば
、

土
地
生
産
物

の
市
場
価
格
は
上
昇
す
る
。
こ
の
上
昇
し
た
市
場
価
格
に
よ
っ
て
生
ず
る
超
過
利
潤
の
地
代
に
転
化
し
た
も
の
が
絶
対
地
代
で
あ
る
。
し

か
し
、
市
場
価
格
は
、
未
耕
地
所
有
者
の
貸
付
け
拒
否
に
よ
っ
て
む
や
み
に
上
昇
す
る
も
の
で
は
な
い
。
新
沢
は
こ
の
市
場
価
格
上
昇
を

制
限
す
る
も
の
、
絶
対
地
代
の
上
限
を
区
切
る
も
の
が
既
耕
地
へ
の
追
加
投
資
の
生
産
性
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。

後
に
大
内
、

日

高
再
教
授
に
よ
っ
て
正
し
く
論
証
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
既
耕
地
へ
の
追
加
投
資
の
生
産
性
が
連
続
的
に
変
化
し
て
い
る
場
合
に
は

(
生
産
物
曲
線
が
連
続
で
あ
る
場
合
に
は
と
い
っ
て
も
よ
い
)
、
絶
対
地
代
の
成
立
す
る
余
地
は
な
い
。
市
場
価
格
が
少
し
で
も
上
昇
す
る
と
、

た
だ
ち
に
既
耕
地
に
追
加
投
資
が
行
な
わ
れ
て
、
未
耕
地
の
所
有
者
、
か
い
く
ら
貸
付
け
を
拒
否
し
て
も
、
総
供
給
量
は
増
大
し
、
市
場
価

格
は
限
界
投
資
に
よ
っ
て
調
整
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
い
(
五
頁
)
。

以
上
の
新
沢
・
華
山
両
氏
の
見
解
を
要
約
す
れ
ば
以
下
の
如
く
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
付
単
位
面
積
あ
た
り
の
各
等
級
地
に
、

お
の

お
の
そ
の
土
地
に
適
す
る
最
良
の
農
法
が
そ
の
時
点
の
技
術
水
準
を
前
提
と
し
て
採
用
さ
れ
、
各
等
級
地
の
農
業
経
常
資
本
家
が
最
大
の

趨
過
利
潤
を
え
ら
れ
る
よ
う
な
最
適
資
本
量
を
投
下
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
与
え
ら
れ
た
市
場
価
格
の
も
と
で
は
最
劣
等
地
の
農

主
資
本
家
は
平
均
利
潤
を
入
手
し
、

そ
れ
以
上
の
優
良
地
の
農
業
資
本
家
は
平
均
利
潤
以
上
の
各
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
の
最
適
投
資
に
上
る

超
過
利
潤
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
各
土
地
に
投
下
さ
れ
る
資
本
量
が
最
適
化
す
る
と
い
う
条
件
の
も
と
で
需
給
が
均
衡

す
る
点
に
お
い
て
「
均
衡
市
場
価
格
」
が
成
立
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
均
衡
市
場
価
格
に
お
い
て
超
過
利
潤
の
え
ら
れ
る
優
等
地
は
限
ら
れ

て
い
る
か
ら
、
完
全
競
争
社
会
で
は
超
過
利
潤
を
求
め
て
資
本
家
間
に
競
争
が
起
り
、
結
局
平
均
利
潤
以
上
の
趨
過
利
潤
は
地
主
の
予
に
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入
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
場
合
同
差
額
地
代
は
土
地
種
類
が
異
な
れ
ば
そ
こ
に
適
用
さ
れ
る
技
術
も
異
な
り
、
種
類
を
異
に
す
る
同
一
面

積
の
土
地
に
同
一
量
の
資
本
が
投
下
さ
れ
る
こ
と
は
偶
然
以
外
に
は
あ
り
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
伺
差
額
地
代
の
第
二
形
態
を
問
題
と
す

る
に
あ
た
っ
て
、
追
加
投
資
な
る
形
で
資
本
量
と
い
う
概
念
を
導
入
し
よ
う
と
し
た
マ
ル
ク
ス
は
全
く
の
混
乱
に
陥
っ
て
い
る
。
資
本
量

の
問
題
は
第
三
形
態
論
以
前
の
第
一
形
態
論
で
も
当
然
と
り
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

し
か
も
土
地
生
産
力
は
段
階
的
に
変
化
す
る
の
で

は
な
く
連
続
的
に
変
化
す
る
の
で
、
第
一
形
態
と
第
二
形
態
を
区
別
す
る
こ
と
は
、
そ
も
そ
も
無
意
味
で
あ
る
。
ま
た
岡
市
場
価
格
を
調

整
す
る
限
界
投
資
の
生
産
性
が
い
か
な
る
大
き
さ
で
あ
ろ
う
と
も
、

そ
の
限
界
投
資
の
生
産
性
と
ち
ょ
う
ど
等
し
い
大
き
さ
の
初
原
投
資

の
生
産
性
を
も
っ
土
地
が
つ
ね
に
存
在
す
る
の
だ
か
ら
、
最
劣
等
地
に
差
額
地
代
は
生
じ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
差
額
地
代
の
第
二
形
態
を

否
定
し
た
以
上
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
同
社
会
的
需
要
が
増
大
し
て
未
耕
地
か
ら
の
供
給
が
な
け
れ
ば
需
給
が
均
衡
し
な
く
な
る
と

き
、
未
耕
地
の
所
有
者
が
土
地
の
貸
付
を
拒
否
し
た
場
合
、

つ
ま
り
土
地
所
有
の
独
占
の
力
を
行
使
し
た
場
合
、
農
産
物
の
市
場
価
格
は

上
昇
す
る
が
、

こ
の
上
昇
し
た
市
場
価
格
に
よ
っ
て
生
ず
る
超
過
利
潤
の
地
代
に
転
化
し
た
も
の
が
絶
対
地
代
で
あ
る
。
だ
が
肘
既
耕
地

へ
の
追
加
投
資
に
よ
り
供
給
量
が
増
大
す
る
な
ら
ば
、
未
耕
地
の
所
有
者
が
い
か
に
貸
付
を
拒
否
し
て
も
、
総
供
給
量
は
増
大
し
、
絶
対

地
代
の
成
立
す
る
余
地
は
な
い
。

以
上
両
氏
の
所
説
を
み
て
、

ま
ず
第
一
に
気
が
つ
く
こ
と
は
、
地
代
に
転
形
す
る
超
過
利
潤
の
発
生
の
根
拠
が
土
地
的
条
件
に
よ
る
の

か
、
資
本
的
条
件
に
よ
る
の
か
と
い
う
点
で
の
区
別
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
両
氏
の
い
う
最
適
資
本
量
と
は
、

そ
の
時
点
に
お
け
る
最
良

の
農
法
を
可
能
に
す
る
資
本
量
で
あ
り
、
あ
る
特
定
種
類
の
土
地
の
上
で
最
大
の
収
穫
を
う
る
に
は
、

ど
の
程
度
の
資
本
量
が
適
当
で
あ

る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。



そ
れ
ゆ
え
、
最
良
の
農
法
を
可
能
に
す
る
資
本
量
と
は
、
土
地
と
の
関
係
で
き
ま
る
も
の
で
あ
る
と
は
い
え
、
そ
れ
は
資
本
的
・
経
営

的
条
件
が
最
良
、

し
た
が
っ
て
社
会
的
・
標
準
的
以
上
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
う
と
す
れ
ば
、

」
の
条
件
か
ら
発
生
す
る
超
過

利
潤
は
本
来
地
代
と
な
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。

マ
ル
ク
ス
に
あ
っ
て
は
、
差
額
地
代
と
は
同
一
面
積
の
土
地
で
つ
ね
に
二
つ
の
同
等
分

量
の
資
本
お
よ
び
労
働
を
充
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
え
ら
れ
る
生
産
物
聞
の
差
額
で
あ
る
。
こ
の
場
合
同
一
面
積
の
土
地
に
対
す
る
同
一

量
の
投
下
資
本
の
生
産
力
の
不
等
は
何
故
か
と
い
う
に
、
土
地
豊
度
の
差
異

(
市
場
か
ら
の
位
置
の
差
に
よ
る
経
済
的
意
味
で
の
距
離
の
遠
近

も
、
個
別
的
生
産
価
格
と
一
般
的
生
産
価
格
と
の
差
を
生
み
、
し
た
が
っ
て
差
額
地
代
発
生
の
自
然
的
基
礎
と
な
る
が
、
簡
単
化
の
た
め
位
置
は
捨
象
)
に

よ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
差
額
地
代
と
は
同
一
面
積
の
う
え
で
資
本
的
・
経
営
的
条
件
は
同
一
と
前
提
し
て
、
土
地
的
条
件
を
独
占

的
に
使
用
す
る
こ
と
の
で
き
る
個
別
資
本
の
生
産
物
の
個
別
的
生
産
価
格
と
、

そ
の
同
じ
生
産
部
門
一
般
に
投
下
さ
れ
た
資
本
の
生
産
物

の
一
般
的
生
産
価
格
と
の
差
額
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。

マ
ル
ク
ス
が
差
額
地
代
を
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
、
資
本
的
条
件
を
社
会
的
標
準
的
と
前
提
し
た
こ
と
に
た
い
し
、

し
か
し
、

さ
き
に

も
引
用
し
た
よ
う
に
、
両
氏
は
「
マ
ル
ク
ス
は
、
差
額
地
代
を
考
察
す
る
に
あ
た
り
、

ま
、
ず
資
本
量
な
る
条
件
を
捨
象
し
よ
う
と
し
、
同

一
面
積
の
土
地
に
は
同
一
量
の
資
本
が
投
下
さ
れ
る
と
仮
定
し
た
。
そ
の
後
に
残
る
生
産
物
量
の
差
は
異
種
の
土
地
の
間
に
あ
る
豊
度
の

差
に
も
と
ず
く
も
の
と
考
え
、
差
額
地
代
の
第
一
形
態
を
論
じ
た
。
し
か
し
、
現
実
に
は
、

る
技
術
も
異
な
り
、
同
一
面
積
の
土
地
に
同
一
量
の
資
本
が
投
下
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
も
し
あ
っ
た
と
し
て
も
偶
然
に
す
ぎ
な
い
。

土
地
種
類
が
異
な
れ
ば
、

そ
こ
に
適
用
さ
れ

マ
ル
ク
ス
は
第
二
形
態
に
な
っ
て
資
本
量
な
る
概
念
を
導
入
し
よ
う
と
す
る
が
、
結
果
は
混
乱
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
か
っ
た
」
(
前
出
)

と
の
べ
て
い
た
。

た
し
か
に
現
実
に
は
土
地
種
類
や
そ
の
形
状
、
面
積
の
大
小
に
応
じ
て
、
投
下
資
本
量
は
異
な
り
、
同
一
面
積
に
同
一
量
の
資
本
が
投

マ
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四

下
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
あ
っ
て
も
偶
然
に
す
ぎ
な
い
、

と
い
っ
て
も
よ
い
。
し
か
し
、
資
本
的
条
件
の
差
|
|
理
論
的
に
は
単
位
資

本
あ
た
り
の
有
機
的
構
成
の
差
と
し
て
示
さ
れ
る
ー
ー
に
よ
っ
て
生
ず
る
工
業
の
超
過
利
潤
の
考
察
を
地
代
論
以
前
で
す
で
に
終
え
、
資

本
制
生
産
様
式
の
基
礎
上
で
土
地
的
条
件
に
起
因
し
て
生
ず
る
差
額
地
代
た
る
べ
き
超
過
利
潤
を
論
ず
る
段
階
で
は
、
資
本
的
条
件
の
問

題
、
を
充
用
資
本
が
社
会
的
標
準
的
で
あ
る
と
前
提
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
捨
象
し
、

か
く
し
て
、
土
地
的
条
件
の
問
題
を
他
の
撹
乱
的
要
素

を
捨
象
し
た
と
こ
ろ
で
明
瞭
に
論
ず
る
こ
と
、
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
現
実
の
農
業
経
営
に
生
ず
る
超
過
利
潤
は
土
地
的
条
件
と
資
本

的
条
件
の
総
合
物
と
し
て
成
立
し
て
お
り
、

さ
ら
に
第
一
次
投
資
と
第
二
次
、
第
三
次
等
の
追
加
投
資
に
よ
っ
て
生
ず
る
超
過
利
潤
を
も

合
ん
で
い
る
も
の
で
あ
る
と
は
い
え
、

理
論
的
に
は
こ
れ
を
明
確
に
区
別
す
べ
き
で
あ
る
。
だ
か
ら
、

マ
ル
ク
ス
が
差
額
地
代
を
考
察
す

る
に
あ
た
っ
て
資
本
的
条
件
を
捨
象
し
た
こ
と
は
あ
や
ま
り
で
な
い
の
み
か
、
逆
に
正
し
い
叙
述
の
方
法
で
あ
っ
た
、

と
み
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
新
沢
・
華
山
両
氏
の
村
、
日
刊
の
主
張
は
首
肯
し
え
な
い
。

次
に
マ
ル
ク
ス
は
第
二
形
態
に
な
っ
て
始
め
て
資
本
量
な
る
概
念
を
導
入
し
よ
う
と
し
た
と
い
う
悼
の
点
で
あ
る
が
、

マ
ル
ク
ス
は
第
二
形
態
論
で
は
追
加
投
資
の
問
題
を
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
の
考
え
方
は
第
一
形
態
と
全
く
同

こ
れ
も
不
正
確

で
あ
る
。

じ
立
場
な
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
差
額
地
代

H
は
同
一
面
積
の
土
地
に
不
等
量
の
資
本
を
充
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
単
位
資
本
量
当
り

の
生
産
性
の
差
異
か
ら
発
生
す
る
の
で
あ
る
が
、

こ
の
場
合
、

た
と
え
ば
土
地

D
に
六

0
シ
リ
ン
グ
が
投
下
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
六

O
シ

リ
ン
グ
は
社
会
的
標
準
的
な
資
本
条
件
と
し
て
投
下
さ
れ
た
も
の
と
理
論
的
に
は
前
提
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、

ま
た
そ
こ
ヘ
さ
ら
に
六

0
シ
リ
ン
グ
を
追
加
し
て
一
一
一

0
シ
リ
ン
グ
が
投
下
さ
れ
て
い
る
も
の
と
す
れ
ば
、

そ
の
一
二

0
シ
リ
ン
グ
も
社
会
的
標
準
的
な
資
本
条

件
と
し
て
投
下
さ
れ
た
も
の
と
前
提
さ
れ
て
い
る
。

一
八

O
シ
リ
シ
グ
、
二
四

0
シ
リ
ン
グ
も
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
実
に
は
六

O

シ
リ
ン
グ
、

一一一

0
シ
リ
ン
グ
、

一
八

0
シ
リ
ン
グ
、
二
四

0
シ
リ
ン
グ
の
各
段
階
に
も
優
、
劣
の
資
本
的
諸
条
件
が
存
在
し
、

そ
の
限



り
で
資
本
の
利
潤
た
る
べ
き
超
過
利
潤
お
よ
び
マ
イ
ナ
ス
利
潤
が
発
生
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
地
代
論
の
段
階
で
は
、
そ
の
よ
う
な
資

本
的
条
件
の
差
異
に
よ
る
超
過
利
潤
の
問
題
は
既
に
解
決
ず
み
で
あ
る
が
放
に
捨
象
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
差
額
地
代
は
同
一
面
積
で

の
継
起
的
投
資
か
ら
生
ず
る
場
合
、
現
実
に
は
一
つ
の
平
均
に
分
解
し
、
相
異
な
る
諸
投
資
の
諸
作
用
は
も
は
や
認
識
で
き
ぬ
も
の
、
区

別
で
き
ぬ
も
の
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
二
四

0
シ
リ
ン
グ
で
一

O
ク
ォ
l

タ
!
の
穀
物
が
生
産
さ
れ
た
場
合
、
最
初
の
六

0
シ
リ
ン
グ
で

四
ク
ォ

1
タ
l
、
次
い
で
三
、

一一、

一
ク
ォ

l
タ
ー
が
生
産
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
結
果
を
み
た
だ
け
で
は
知
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
し
か
し
、

そ
れ
は
た
と
え
ば
、
同
じ
土
地
等
級
A
地
の
各
同
一
面
積
に
お
い
て
、
ん
は
六

0
シ
リ
ン
グ
投
下
し
て
四
ク
ォ

l
タ
l
、

~
は
一
二

0
シ
リ
ン
グ
で
七
ク
ォ
l
タ
l
、
ん
は
一
八

0
シ
リ
ン
グ
で
九
グ
ォ
l
タ
l
、
九
は
二
四

0
シ
リ
ン
グ
で
一

O
ク
ォ
l
タ
ー
な
る

生
産
物
を
得
る
と
い
う
場
合
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
場
合
も
九
の
六

0
シ
リ
ン
グ
が
資
本
的
条
件
に
お
い
て
社
会
的
標
準

的
で
あ
り
、
同
様
に
ん
の
一
一
一

0
シ
リ
ン
グ
、
ん
の
一
八

0
シ
リ
ン
グ
、
ん
の
二
四

O
ツ
リ
ン
グ
も
、
そ
れ
ぞ
れ
資
本
的
条
件
に
お
い
て

は
社
会
的
標
準
的
で
あ
る
と
い
う
前
提
の
も
と
で
考
察
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

か
く
し
て
資
本
的
条
件
は
各
そ
れ
ぞ

れ
の
資
本
量
の
段
階
に
お
け
る
社
会
的
標
準
的
な
も
の
で
あ
る
と
前
提
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
同
じ
土
地
に
投
下
さ
れ
、

た
と
え
ば
六

0
シ
リ
ン
グ
で
は
四
ク
ォ
l
タ
l
、

一一一

O
シ
リ

γ
グ
で
は
七
ク
ォ
l
タ

1
、

一八

0
シ
リ
ン
グ
で
は
九
ク
ォ
l
タ
l
、

四
0
シ
リ
ン
グ
で
は
一

O
ク
ォ

l
タ
!
と
い
う
生
産
量
を
生
じ
、

し
た
が
っ
て
こ
の
二
四

0
シ
リ
ン
グ
を
と
っ
て
み
れ
ば
、
最
初
の
六

O

シ
リ
ン
グ
ほ
四
ク
ォ

1
タ
I
、
次
い
で
三
ク
ォ

l
タ
1
、
二
ク
ォ

l
タ
i
、

一
ク
ォ

l
タ
!
と
い
う
収
穫
量
の
差
が
生
ず
る
。
こ
の
最
終

投
資
の
六

O
が
も
っ
と
も
寡
産
な
資
本
部
分
で
あ
る
が
故
に
市
場
生
産
価
格
を
規
定
す
る
。
そ
の
他
の
各
六

O
部
分
は
そ
れ
ぞ
れ
超
過
利

潤
を
生
じ
、

こ
れ
が
マ
ル
ク
ス
に
よ
れ
ば
差
額
地
代

H
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

つ
ま
り
継
起
的
に
投
下
さ
れ
る
資
本
量
の
各
段
階
毎
に
そ
れ

に
対
応
す
る
土
地
の
自
然
的
条
件
も
異
な
っ
た
も
の
と
し
て
現
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

マ
ル
ク
ス
の
表
現
に
よ
れ
ば
「
相
異
な
る
豊
能
度
を

マ
ル
ク
ス
の
地
代
範
時
へ
の
批
判
に
対
す
る
一
反
論

一五



マ
ル
グ
ス
の
地
代
範
鴎
へ
の
批
判
に
対
す
る
一
反
論

一六

示
す
の
は
相
変
ら
ず
土
地
」
(
「
資
本
論
』
第
三
巻
七
二
八
頁
、
訳
青
木
文
庫
帥
九
五
四
頁
)
』
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
マ
ル
ク
ス
は

D
地
に
各
六

O

シ
リ
ン
グ
の
四
回
の
投
資
が
行
な
わ
れ
、

四
、
土

一
の
各
ク
ォ

l
タ
ー
を
生
産
し
た
場
合
に
、

そ
の
差
額
を
差
額
地
代

E
と
し
て

把
握
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
資
本
が
並
行
的
に
豊
能
度
を
異
に
す
る
四
エ
ー
カ
ー
に
投
下
さ
れ
る
か
(
差
額
地
代
I
)
、

継
起
的
に
同

じ
一
エ
ー
カ
ー
に
投
下
さ
れ
る
か
(
差
額
地
代
E
)
は
、
超
過
利
潤
の
形
成
、
が
考
察
さ
れ
る
限
り
で
は
ー
ー
そ
の
地
代
へ
の
転
形
に
は
問
題

が
生
ず
る
が
l
l
h
「
ど
う
で
も
よ
い
」
(
向
上
七
二
四
頁
、
訳
ゆ
九
四
九
貰
)
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

マ
ル
ク
ス
は
第
二
形

態
に
な
っ
て
資
本
量
な
る
概
念
を
導
入
し
た
と
い
う
悼
の
解
釈
も
不
当
で
あ
る
。

ま
た
、
新
沢
・
華
山
両
氏
に
上
る
、

さ
き
の
ハ
円
、
件
の
主
張
に
み
ら
れ
た
「
最
適
資
本
量
」
と
、

マ
ル
ク
ス
の
い
う
「
社
会
的
・
楳
準

的
生
産
諸
条
件
」
と
は
、
そ
の
概
念
を
異
に
す
る
が
、

さ
て
現
実
の
農
業
経
営
に
あ
っ
て
は
、
資
本
的
条
件
の
社
会
的
・
標
準
的
な
も
の

ゃ
、
よ
り
優
秀
お
よ
び
よ
り
劣
悪
な
条
件
の
経
営
が
存
在
す
る
。
も
し
両
氏
の
い
わ
れ
る
如
く
、
最
適
資
本
量
の
投
下
の
も
と
で
需
給
が

一
致
し
、
市
場
価
格
|
|
絶
対
地
代
を
捨
象
す
れ
ば
市
場
生
産
価
格
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る

l
ー
が
き
ま
る
と
す
る
な
ら
ば
、
最
劣
等
地

の
最
適
以
下
の
社
会
的
・
標
準
的
資
本
は
平
均
利
潤
を
入
手
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
最
劣
等
地
の
中
位
の
資
本
は
平
均
利
潤
が
入

子
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
最
劣
等
地
で
は
最
適
資
本
量
の
投
下
資
本
家
だ
け
が
平
均
利
潤
を
入
手
で
き
る
こ
と
と
な
る
。
そ
う
す
る
と
、

最
劣
等
地
の
最
適
資
本
量
投
下
賢
木
家
は
、

そ
の
資
本
を
農
業
か
ら
引
上
げ
て
工
莱
部
門
へ
投
下
し
た
方
が
有
利
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、

工
業
で
は
資
本
的
条
件
が
優
秀
た
ら
ば
、
そ
こ
で
え
ら
れ
る
超
過
利
潤
は
資
本
家
の
手
に
入
る
か
ら
で
あ
る
。
も
し
そ
う
考
え
る
な
ら
ば
、

農
産
物
の
供
給
は
小
と
な
り
、
価
格
は
高
騰
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
ど
こ
ま
で
騰
貴
す
る
か
。
最
劣
等
地
の
社
会
的
・
標
準
的
資
本
が
平
均

利
潤
を
入
手
で
き
る
線
ま
で
で
あ
る
。
も
し
右
の
説
に
た
い
し
、

こ
こ
で
の
最
適
資
本
量
と
は
マ
ル
ク
ス
の
い
う
社
会
的
・
標
準
的
資
本

を
さ
す
と
い
う
な
ら
ば
、

そ
の
よ
う
な
投
資
が
各
土
地
種
類
で
最
大
の
超
過
利
潤
を
入
手
で
き
る
と
す
る
説
と
矛
盾
す
る
で
あ
ろ
う
。



さ
ら
に
両
氏
は
、
「
単
位
面
積
に
投
下
さ
れ
る
肥
料
、
農
薬
、
機
械
の
使
用
あ
る
い
は
労
働
量
な
ど
は
い
ず
れ
も
連
続
的
な
概
念
で
あ

る
。
ま
た
、
単
位
面
積
か
ら
え
ら
れ
る
生
産
物
量
も
連
続
的
な
概
念
で
あ
る
」
(
二
頁
)
と
し
、
投
下
資
本
量
が
微
分
小
増
大
す
れ
ば
、
生

産
物
量
も
微
分
小
増
大
し
、
少
な
く
と
も
減
少
す
る
こ
と
は
な
い
、

と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

し
か
し
、
投
下
資
本
量
と
生
産
物
量

と
の
同
に
は
、
そ
の
よ
う
な
数
学
的
な
函
数
関
係
は
現
実
に
は
存
在
し
え
な
い
と
み
る
方
が
、

日
常
の
経
験
か
ら
許
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ

ぅ
。
た
と
え
ば
、
反
(
十
ア
ー
ル
)
当
二
万
五
千
円
の
投
資
を
水
田
に
行
な
っ
た
場
合
、

」
れ
が
二
万
五
千
一
円
、

二
万
五
千
二
円
と
い
う

よ
う
な
資
本
量
の
増
大
に
伴
っ
て
、

生
産
物
量
が
微
分
小
増
大
す
る
と
は
考
え
る
わ
け
に
行
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
肥
料
費
、

農
薬
費
、
農
具
費
等
は
、
あ
る
一
定
の
金
額
と
し
て
ま
と
ま
っ
て
投
資
さ
れ
た
と
き
に
始
め
て
一
定
の
成
果
を
あ
げ
る
も
の
と
考
え
る
方

が
現
実
の
事
態
に
一
致
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、
土
地
種
類
の
異
な
る
に
応
じ
て
最
適
資
本
量
も
異
な
る
と
い
う
場
合
、
豊
度

で
は
な
く
位
置
に
つ
い
て
考
え
た
ら
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
。
両
氏
は
「
市
場
へ
の
距
離
の
変
化
が
、
土
地
の
異
な
る
ご
と
に
連
続
的
で
あ

る
こ
と
は
、
初
原
投
資
の
生
産
性
が
、

土
地
の
異
な
る
ご
と
に
連
続
的
に
変
化
す
る
こ
と
の
有
力
な
論
拠
と
な
る
」
(
五
頁
)
と
し
て
い
る

の
で
あ
る
が
、
も
し
仮
り
に
豊
度
、
が
全
く
同
一
で
あ
り
、

た
だ
位
置
の
み
が
異
な
る
同
一
面
積
の
土
地
の
場
合
、

土
地
種
類
が
同
一
な
の

で
、
そ
こ
に
適
用
さ
れ
る
技
術
も
同
一
と
な
り
、
同
一
面
積
の
土
地
に
同
一
量
の
資
本
が
投
下
さ
れ
る
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
た
が

っ
て
市
場
よ
り
の
経
済
的
距
離
を
原
因
と
し
て
生
ず
る
差
額
地
代
の
場
合
は
、
商
品
の
い
わ
れ
る
よ
う
な
、

土
地
種
類
(
こ
こ
で
は
豊
度
)

が
異
な
れ
ば
そ
こ
へ
投
下
さ
れ
る
最
適
資
本
量
は
異
な
る
ー
ー
も
ち
ろ
ん
、
輸
送
の
た
め
の
経
費
は
こ
と
な
る
の
で
あ
る
が
ー
ー
ー
と
い
う

説
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
資
本
量
と
土
地
豊
度
と
の
関
係
を
問
題
に
す
る
な
ら
ば
、
土
地
面
積
と
資
本
量
の
関
係
も
問
題
に
な
ろ
う
。
全
く
同
一
の
豊
度
で

あ
っ
て
も
、
そ
の
耕
作
さ
れ
る
一
筆
の
面
積
が
異
な
れ
ば
、
最
適
の
投
下
資
本
量
は
異
な
ら
ざ
る
を
え
ず
、
同
一
面
積
当
り
の
投
下
資
本

マ
ル
ク
ス
の
地
代
範
障
へ
の
批
判
に
対
す
る
一
反
論

七



マ
ル
ク
ス
の
地
代
範
謄
へ
の
批
判
に
対
す
る
一
反
論

マルクスの基本表(表ー〉

代潤

Y リング1:下21fZ71

日
物

Vリング

60 

120 

180 

240 

l土地種類l三J

八

量
に
還
元
し
て
も
、
そ
こ
に
は
量
的
差
異
が
生
ず
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、

マ
ル
ク
ス
が

「
表
一
」
で
、
、
最
劣
等
地

A
か
ら
最
優
等
地
D
に
至
る
四
等
級
の
土
地
に
同
等
分
量
の
資
本

お
よ
び
労
働
が
充
用
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

C
で
二
、

D 
で

A
に
く
ら
べ

B
で
一
、

三
ク
ォ

i
タ
ー
の
よ
り
多
く
の
生
産
物
が
収
穫
さ
れ
る
の
は
、

A 

B 

c、
D
な
る
各
農
業

経
営
の
独
占
的
生
産
条
件
た
る
土
地
条
件
|
|
こ
の
表
で
は
位
置
は
捨
象
さ
れ
豊
度
の
み
|
|

に
よ
る
の
で
あ
っ
て
、
土
地
的
条
件
以
外
の
資
本
の
自
由
に

L
う
る
生
産
諸
条
件
で
は
各
等
級

地
い
ず
れ
も
同
一
で
あ
り
、
標
準
的
で
あ
る
こ
と
、
そ
こ
で
の
労
働
力
も
平
均
労
働
力
が
充
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

い
わ
ゆ
る
資

本
的
条
件
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
超
過
利
潤
と
、

土
地
的
条
件
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
地
代
と
な
る

ベ
き
部
分
が
区
別
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
新
沢
・
華
山
両
氏
の
所
説
は
こ
の
点
、
が
不
明
確
と
さ
れ

て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
現
実
に
は
豊
度
、
位
置
、
資
本
、
労
働
力
等
の
諸
要
因
が
組
み
あ
わ
さ
り
、

そ
れ
ら
の
諾
要
因
の
変
動
に
つ
れ
て
、
収
穫
量
に
も
種
々
の
差
具
、
治
生
ず
る
。
そ
し
て
ど
の
部

分
が
土
地
的
条
件
に
も
と
づ
〈
超
過
利
潤
で
あ
り
、
ど
の
部
分
が
資
本
的
条
件
に
も
と
づ
く
そ

れ
で
あ
る
か
は
、

た
だ
ち
に
区
別
さ
れ
え
な
い
。
さ
ら
に
あ
る
優
等
地
の
農
業
経
営
が
地
主
に

収
め
る
資
本
制
地
代
に
つ
い
て
み
て
も
、
差
額
地
代

I
、

E
お
よ
び
絶
対
地
代
が
現
象
的
に
は

相
互
に
区
別
さ
れ
た
も
の
と
し
て
発
生
す
る
の
で
は
な
く
、

ょ
に
だ
こ
れ
ら
三
つ
の
地
代
、
が
優
等

地
の
地
代
と
い
う
形
で
、
統
一
的
に
、
無
差
別
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
「
こ
れ
ら
地
代



の
そ
の
よ
う
な
本
質
的
区
別
に
立
っ
と
こ
ろ
の
各
地
代
範
腐
の
量
的
把
握
は
、

一
般
的
に
い
え
ば
、

マ
ル
ク
ス
が
『
資
木
論
』
で
展
開
し

た
抽
象
よ
り
具
体
へ
の
上
向
法
に
従
い
、
価
値
、
個
別
的
価
値
と
社
会
的
価
値
、
市
場
価
値
、
個
別
的
生
産
価
格
と
市
場
生
産
価
格
、
平
均

利
潤
等
の
諸
範
腐
の
把
握
の
上
に
立
ち
、

そ
の
上
で
非
土
地
生
産
部
門
た
る
工
業
か
ら
、
土
地
生
産
部
門
た
る
農
業
へ
の
考
察
に
移
り
、

単
純
な
差
額
地
代
た
る
第
一
形
態
、

つ
い
で
第
二
形
態
、
最
劣
等
地
の
差
額
地
代
、
絶
対
地
代
の
順
序
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
代
範
時
の
本

質
把
握
を
行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
可
能
な
の
で
あ
っ
て
、
思
惟
の
抽
象
力
に
よ
り
、
①
一
定
量
の
標
準
的
資
本
が
工
業
生
産
部
門
に

そ
の
生
産
物
の
価
格
か
ら
平
均
利
潤
が
入
手
さ
れ
る
場
合
、
②
同
じ
く
一
定
量
の
標
準
的
資
本
が
最
劣
等
地
に
投
下
さ
れ
、

投
下
さ
れ
、

そ
の
農
産
物
の
価
格
か
ら
平
均
利
潤
の
ほ
か
絶
対
地
代
を
支
払
い
う
る
場
合
、
@
当
該
資
本
が
優
等
地
に
投
下
さ
れ
、
血
児
産
物
価
格
の
う

ち
か
ら
平
均
利
潤
、
絶
対
地
代
、
差
額
地
代

I
が
支
払
わ
れ
る
場
合
、
④
右
の
③
の
第
一
次
投
資
の
ほ
か
、

さ
ら
に
追
加
投
資
が
行
な
わ

れ
、
農
産
物
価
格
の
中
か
ら
平
均
利
潤
、
絶
対
地
代
、
差
額
地
代

I
お
よ
び

H
が
支
払
わ
れ
る
場
ム
口
、
等
を
そ
れ
ぞ
れ
個
別
的
に
単
純

(
抽
象
)
か
ら
複
雑
(
具
体
)
へ
と
考
察
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
始
め
て
こ
れ
ら
の
地
代
語
範
時
が
④
の
場
合
の
如
く
統
一
さ
れ
て
地
代
総

額
と
い
う
形
で
現
れ
て
も
、
地
代
諸
範
時
の
区
別
に
妻
、
つ
〈
量
的
把
握
が
理
論
的
に
は
可
能
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
」
(
拙
著
『
地
代
の
理
論
」

昭
和
三
八
年
二
月
、
理
論
社
、
二
七
一
|
二
頁
)
。

そ
し
て
、
以
上
の
よ
う
な
地
代
範
時
の
厳
密
な
把
握
は
、
社
会
主
義
農
業
に
お
い
て
も
、
理
論
的
な
ら
び
に
実
践
的
に
重
要
な
意
義
を

主
義
的
な
差
額
地
代
の
存
在
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、

も
つ
も
の
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
ソ
連
の
場
合
、
土
地
が
国
有
化
さ
れ
て
い
る
の
で
絶
対
地
代
は
存
在
し
な
い
が
、
社
会

し
か
も
そ
の

I
と
H
を
明
確
に
区
別
し
、
そ
の
う
え
で
コ
ル
ホ
ー
ズ
の
差
額
地
代

I
、

H
の
分
配
の
問
題
が
提
起
さ
れ
、
実
践
的
に
解
決
さ
れ
て
い
る
。

一
九
五
八
年
九
月
に
開
催
さ
れ
た
社
会
主
義
農
業
に
お
け
る
地
代

の
た
め
の
学
術
会
議
で
、

A
-
ボ
ル
ゴ
フ
は

「
差
額
地
代

I
と
E
を
区
別
す
る
こ
と
の
拒
否
は
、
社
会
主
義
農
業
の
理
論
と
実
践
に
結

マ
ル
ク
ス
の
地
代
範
鴎
へ
の
批
判
に
対
す
る
一
反
論

九



マ
ル
ク
ス
の
地
代
範
臨
時
へ
の
批
判
に
対
す
る
一
反
論

二。

び
つ
い
て
い
る
重
要
な
問
題
の
解
決
へ
の
道
を
と
ざ
す
こ
と
で
あ
る
」

(
三
「
v
J

《
ω
2
2
r
z
S
3
5白
巴

S
E
Z白
』

Z
G
5
2
5呂
円

g
r門図書

ugω
出
国
内

A
a
B
U
V
円
，

R
E皇
国
量
出
H

・
5
3寸
・
口
勺
・
∞
∞
)
と
の
ベ
、

ま
た
B
-
M
n
・
り
空
フ
シ
テ
ィ
ン
は
「
差
額
地
代
の
科
学
的
研
究
に
お
い
て
、

土

地
台
帳
は
不
可
欠
の
も
の
で
あ
る
」

(
叶
国
思

V5・
Q
廿・

5
3
と
の
べ
て
い
る
。
と
く
に
、
政
府
が
地
帯
別
買
付
価
格
を
決
定
す
る
に
あ
た

っ
て
、
利
潤
と
差
額
地
代

I
お
よ
び

H
と
を
区
別
し
て
把
握
す
る
と
い
う
問
題
が
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
問
題
と
し
て
提
起
さ
れ
て
い

る
。
そ
し

τ、
各
コ
ル
ホ
ー
ズ
の
差
額
地
代
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
専
門
家
に
よ
り
計
算
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
理
論
的
に
も
政
策
的

に
も
多
く
の
未
解
決
な
問
題
点
が
み
ら
れ
る
が
、
差
額
地
代
法
則
の
認
識
が
基
礎
と
な
っ
て
、
差
額
地
代

I
、
H
の
社
会
主
義
的
計
画
的

利
用
が
な
さ
れ
つ
つ
あ
る
の
は
事
実
で
あ
る
。

次
に
両
氏
の
、

土
地
種
類
の
異
な
る
に
応
じ
て
、
あ
る
市
場
価
格
の
も
と
で
資
本
の
最
適
投
下
量
も
変
化
す
る
と
い
う
考
え
方
を
基
礎

に
、
差
額
地
代
を
問
題
と
し
、
投
下
資
本
量
を
段
階
的
に
で
は
な
く
、
連
続
的
に
の
み
把
握
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
差
額
地
代

E
は
成
立
し
な

こ
の
点
も
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
資
本
的
条
件
よ
り
生
ず
る
超
過
利
潤
と
土
地
的
条

い
と
い
う
悼
の
主
張
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

件
よ
り
生
ず
る
超
過
利
潤
と
の
区
別
を
、
理
論
的
に
区
別
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
く
る
誤
解
に
結
び
つ
い
た
主
張
で
あ
る
が
、

に
も
か
か

わ
ら
ず
、
両
氏
は
さ
き
に
み
た
よ
う
に

マ
ル
ク
ス
が
第
二
形
態
に
な
っ
て
資
本
量
な
る
概
念
を
導
入
し
よ
う
と
す
る
が
そ
の
結
果
は
混

乱
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
か
っ
た
、

と
し
て
い
た
の
で
あ
り
、

「
こ
の
こ
と
は
日
高
教
授
に
よ
っ
て
十
分
に
論
証
さ
れ
て
い
る
」

(前

掲
誌
四
頁
註
)
と
も
の
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
ど
の
上
う
に
十
分
に
こ
の
点
を
田
代
、
常
盤
な
ら
び
に
日
高
氏
ら
が
論
証
し
て
い
る

か
を
次
に
み
よ
う
。
そ
し
て
こ
の
た
め
に
は
、
差
額
地
代
第
二
形
態
論
で
の
論
争
点
の
簡
単
な
紹
介
か
ら
始
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
差
額
地
代
第
二
形
態
論
に
は
次
の
よ
う
な
論
争
問
題
点
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
「
ハ
資
本
論

V
で
は
、

市
場
調
節



的
生
産
価
格
の
不
変
、
低
落
、
高
騰
の
、

そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
に
、
追
加
投
資
の
生
産
性
が
不
変
、
増
進
、
低
下
す
る
三
例
を
組
み
合
わ
せ

て、

D
R
H
の
形
成
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。
提
起
さ
れ
た
問
題
は
、

D
R
耳
の
成
立
を
規
制
す
る
市
場
調
整
的
価
格
に
か
ん
し
て
、

F守

ノレ

ク
ス
の
説
明
と
マ
ル
ク
ス
の
草
稿
を
整
理
・
編
集
し
た
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
見
解
と
に
矛
盾
が
あ
る
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。
同
一
土
地
へ
の
追

加
投
資
の
限
界
は
、
追
加
投
資
が
単
独
に
平
均
利
潤
を
あ
げ
る
限
り
に
お
い
て
で
あ
る
か
(
マ
ル
ク
λ
方
式
)
、
そ
れ
と
も
追
加
投
資
を
加

え
た
全
資
本
が
平
均
利
潤
を
得
る
ま
で
投
資
は
追
加
さ
れ
う
る
か
、

い
い
か
え
れ
ば
先
行
す
る
投
資
部
分
の
超
過
利
潤
を
打
ち
消
す
よ
う

な
、
八
馬
鹿
げ
た

V
マ
イ
ナ
ス
の
追
加
投
資
が
行
な
わ
れ
る
か
ど
う
か
(
エ

γ
ゲ
ル
ス
方
式
)
」
(
西
口
直
治
郎
「
地
代
論
争
」
、
岩
波
『
経
済
学
小

辞
典
』
昭
和
四
O
年
九
月
七
六
六
頁
)
と
い
よ
ノ
問
題
で
あ
る
。

そ
し
て
、

こ
の
問
題
に
た
い
し
、
「
〈
資
本
論

V
の
D
R
E
の
叙
述
に
は
じ
め
て
積
極
的
な
疑
問
を
提
示
し
た
田
代
隆
、

そ
れ
を
支
持
す

る
常
盤
政
治
は
、
追
加
投
資
の
生
産
性
が
増
大
す
る
場
合
に
は
、
市
場
価
格
は
最
劣
等
地
の
平
均
的
生
産
価
格
に
よ
っ
て
調
節
さ
れ
る
、
こ

れ
に
反
し
て
追
加
投
資
の
生
産
性
が
低
下
す
る
場
合
に
は
、
最
低
の
生
産
性
を
も
っ
追
加
投
資
の
個
別
的
生
産
価
格
が
市
場
調
節
的
と
な

る
。
ま
た
前
者
の
場
合
は
、
技
術
改
良
と
い
う
資
本
条
件
の
優
位
性
に
よ
る
特
別
剰
余
価
値
で
あ
り
、

工
業
の
そ
れ
と
本
質
上
同
じ
も
の

で
あ
っ
て
、

一
時
的
・
経
過
的
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
と
結
論
し
た
」
(
同
上
)
。
す
な
わ
ち
、

マ
ル
ク
ス
は
表
六
〈
『
資
本
論
』
第
三
巻
七
五

五
頁
、
訳
伸
九
九
三
頁
参
照
)
に
つ
い
て
、

「
土
地
A
の
生
産
物
が
新
た
な
平
均
価
格
で
で
は
な
く
、

よ
り
高
い
生
産
価
格
で
ひ
き
つ
づ
き

売
ら
れ
う
る
の
は
、

た
だ
土
地
等
扱
A
の
相
当
面
積
が
、

エ
ー
カ
ー
あ
た
り
僅
か
二
対
ポ
ン
ド
の
資
本
を
も
っ
て
ひ
き
つ
づ
き
経
営
さ
れ

る
場
合
だ
け
で
あ
る
。
だ
が
、

エ
ー
カ
ー
あ
た
り
五
ポ
ン
ド
の
資
本
と
い
う
新
た
な
比
率
が
一
般
化
し
、
そ
れ
に
つ
れ
て
改
良
さ
れ
た
経

営
が
一
般
化
す
れ
ば
、
調
整
的
生
産
価
格
は
二
%
ポ
ン
ド
に
低
落
せ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
」
(
向
上
七
五
六
頁
、
訳
帥
九
九
四
頁
)
と
の

べ
て
い
た
が
、
と
の
点
に
つ
き
常
盤
氏
は
、

「
こ
の
過
程
は
ま
さ
し
く
、

工
業
に
お
け
る
特
別
剰
余
価
値
の
生
成
・
消
滅
の
過
程
と
同
一

マ
ル
ク
ス
の
地
代
範
醇
へ
の
批
判
に
対
す
る
一
反
論



マ
ル
グ
ス
の
地
代
範
跨
へ
の
批
判
に
対
す
る
一
反
論

で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
追
加
投
資
の
生
産
性
が
増
進
す
る
場
合
に
は
、
調
整
的
生
産
価
格
は
最
劣
等
地
に
投
下
さ
れ
た
全
資
木
が
平
均
利

潤
を
え
れ
ば
足
り
る
と
い
っ
た
、

い
わ
ば
『
平
均
原
理
』
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
最
劣
等
地
の
追
加
投
資
の
生
産

性
が
増
進
す
る
場
合
に
つ
い
て
、

『
正
常
的
に
は
調
整
的
生
産
価
格
が
低
落
す
る
に
違
い
な
い
』
と
マ
ル
ク
ス
が
述
べ
て
い
る
の
も
ま
さ

に
か
か
る
意
味
に
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
追
加
投
資
の
生
産
性
が
増
進
す
る
場
合
、
調
整
的
価
格
が
最
劣
等
地
の

『
平
均
原
理
』
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
最
劣
等
地
に
は
差
額
地
代
は
生
じ
な
い
」
(
「
農
業
に
お
け
る
調
整
的
生
産
価
格
の
『
限
界

原
理
』
と
『
平
均
原
理
L
|
|
差
額
地
代
第
二
形
態
論
の
一
考
察
|
|
」
、

『
一
一
百
円
子
会
雑
誌
』
五
二
巻
四
号
、
昭
和
三
四
年
四
月
、

一
九
頁
)
と
の
ベ

た

こ
の
古
川
に
つ
失
、
、

わ
た
く
し
は
、
右
の
過
程
が
工
業
で
の
超
過
利
潤
の
生
成
消
誠
の
過
程
と
同
一
で
あ
る
と
い
う
常
盤
民
の
見
解
に
、

「
も
し
そ
う
な
ら
ば
、

『
そ
こ
に
一
時
的
に
生
ず
る
超
過
利
潤
は
土
地
条
件
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
生
産
性
を
増
進
せ
し
め
る
追
加

投
資
と
い
う
資
本
条
件
の
優
位
性
に
よ
る
特
別
剰
余
価
値
に
基
礎
を
置
く
も
の
』
(
『
資
本
論
』
第
三
巻
七
二
八
頁
、
訳
同
九
五
回
頁
)
で
あ

り
、
地
代
に
転
形
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
超
過
利
潤
と
は
異
な
る
も
の
」
(
『
地
代
の
理
論
』
二
一
九
!
二

O
頁
)
と
な
っ
て
し
ま
う
、

と
の
疑
問
を

持
た
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
追
加
投
資
の
生
産
性
が
増
大
す
る
場
合
に
、

土
地
A
の
生
産
物
が
新
た
な
平
均
価
格
で
売
ら
れ

る
か
、

以
前
と
同
様
に
よ
り
高
い
生
産
価
格
で
売
ら
れ
る
か
、

と
い
う
場
合
、
ど
ち
ら
の
場
合
で
も
差
額
地
代
が
生
ず
る
1
1
1
前
者
の
場

合
は

B
、

c、
D
の
優
等
地
に
、
後
者
の
場
合
は
最
劣
等
地

A
に
も
ー
ー
が
、

」
の
後
者
か
ら
前
者
へ
の
移
行
は

一
見
工
業
の
特
別
剰

余
価
値
の
消
滅
過
程
と
同
じ
よ
う
に
み
え
る
が
、

し
か
し
異
な
る
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、

そ
こ
で
は
第
一
次
投
資
二
九
ポ
ン
ド
に
、

改
良
さ
れ
た
第
二
次
投
資
二
括
ポ
ン
ド
計
五
ポ
ン
ド
の
資
本
の
追
加
投
下
に
よ
っ
て
、

エ
ー
カ
ー
当
り
一
一
元
ク
ォ

1
タ
!
の
生
産
物
が
得

ら
れ
た
。
し
か
し
こ
こ
で
見
落
す
と
と
の
で
き
な
い
点
は
、
「
エ
ー
カ
ー
あ
た
り
」
と
い
う
限
定
で
あ
る
。

つ
ま
り
一
定
の
土
地
と
結
び
つ



け
ら
れ
て
い
る
資
本
投
下
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
一
定
面
積
の
土
地
と
の
関
係
に
お
け
る
社
会
的
標
準
的
な
資
本
条
件

が
問
題
な
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
同
一
の
土
地
A
に
二
V

万
ポ
ン
ド
が
投
下
さ
れ
た
場
合
と
、

五
ポ
ン
ド
が
投
下
さ
れ
た
場
合
は
、

そ
の
土

地
が
異
な
っ
た
土
地
と
し
て
対
応
す
る
の
で
あ
る
。
も
し
こ
の
両
者
の
場
合
、

ま
っ
た
く
同
質
の
土
地
と
し
て
対
応
す
る
な
ら
、

そ
の
と

き
こ
そ
、
そ
の
結
果
と
し
て
生
子
る
両
者
間
の
差
額
は
、

工
業
の
超
過
利
潤
と
ま
っ
た
く
同
一
の
も
の
で
あ
る
、

と
い
え
る
。
ま
た
こ
の

場
合
の
二
w
万
ポ
ン
ド
、

五
ポ
ン
ド
の
資
本
は
、

そ
れ
ぞ
れ
社
会
的
標
準
的
な
資
本
条
件
と
し
て
投
下
さ
れ
て
い
る
、

と
い
う
理
論
的
前
提

も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、

エ
ー
カ
ー
あ
た
り
ニ
弘
ポ
ン
ド
を
と
っ
て
み
る
と
、

こ
の
資
本
投
下
の
段
階
で
、
優
、
並
、
劣
の
資

本
的
条
件
|
|
理
論
的
に
は
有
機
的
構
成
の
高
、
並
、
低
で
示
さ
れ
る

!
iー
が
存
在
し
、
優
秀
な
資
本
的
条
件
の
も
と
で
は
超
過
利
潤
が

生
ま
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

こ
の
農
業
部
門
に
投
下
さ
れ
た
資
本
の
優
秀
さ
に
起
因
す
る
超
過
利
潤
が
、
技
術
的
に
は
土
地
的
条
件
と
の
相

関
関
係
で
創
造
さ
れ
る
側
面
も
あ
る
|
|
そ
う
で
な
い
側
面
も
あ
る
ー
ー
と
は
い
え
、

し
か
し
、

そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
二
弘
ポ
ン
ド
の
資

本
投
下
の
段
階
で
の
土
地
的
条
件
と
の
関
係
に
お
い
て
で
あ
っ
て
、

ヱ

l
カ
l
あ
た
り
五
ポ

γ
ド
の
土
地
的
条
件
と
の
関
係
に
お
い
て
で

は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
エ
ー
カ
ー
あ
た
り
五
ポ
ン
ド
の
資
本
投
下
段
階
に
つ
い
て
も
あ
て
は
ま
る
。

次
に
、

エ
ー
カ
ー
あ
た
り
二
九
ポ
ン
ド
の
資
本
投
下
が
一
般
的
な
段
階
か
ら
、
改
良
さ
れ
た
五
ポ
ン
ド
の
資
本
投
下
の
経
営
が
一
般
化

す
る
段
階
へ
移
行
す
る
と
い
う
こ
と
は

エ
ー
カ
ー
あ
た
り
で
の
社
会
的
標
準
的
資
本
が
二
%
ポ
ン
ド
で
は
な
く
、

五
ポ
ン
ド
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

」
の
点
だ
け
を
み
る
と
、

」
の
過
程
が
工
業
の
超
過
利
潤
の
消
滅
過
程
、

つ
ま
り
改
良
さ
れ
た
資
本
的
条
件
の

一
般
化
と
し
て
み
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
問
題
は
エ
ー
カ
ー
あ
た
り
二
弘
ポ
ン
ド
の
経
営
が
土
地
A
の
相
当
面
積
で
行
な
わ
れ

て
い
る
、

つ
ま
り
ニ
U

仏
万
ポ
ン
ド
の
資
本
投
下
が
社
会
的
標
準
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
り
、

こ
の
二
弘
ポ
ン
ド
の
経
営
と
、
そ
こ

へ
さ
ら
に
二
V

万
ポ
ン
ド
が
追
加
さ
れ
た
五
ポ
ン
ド
の
経
営
と
の
対
比
に
お
い
て
生
じ
た
超
過
利
潤
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か

マ
ル
ク
ス
の
地
代
範
臨
時
へ
の
批
判
に
対
す
る
一
反
論

一一一一



マ
ル
ク
ス
の
地
代
範
時
へ
の
批
判
に
対
す
る
一
反
論

二
回

ら

こ
の
場
合
に
は
、
さ
き
に
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
二
弘
ポ
ン
ド
の
資
本
投
下
段
階
で
の
土
地
A
と、

五
ポ
ン
ド
の
資
本
投
下
段
階
で

の
土
地

A
は
、
土
地

A
と
し
て
は
同
一
で
あ
る
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
資
本
投
下
段
階
で
は
実
質
的
に
は
異
な
っ
た
土
地
と
し
て
対
応
し
て
い

る
の
で
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
自
然
的
基
礎
の
も
と
で
生
ま
れ
た
超
過
利
潤
は
、

そ
れ
故
差
額
地
代
で
あ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
っ
て
、

し
た
が
っ
て
両
氏
に
よ
る
同
の
差
額
地
代
第
二
形
態
の
苔
定
説
は
無
理
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
新
沢
・
華
山
両
氏
の
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
日
高
氏
の
所
説
も
、
基
本
的
に
は
右
の
回
代
・
常
盤
両
氏
の
見
解
と
同
じ
も

の
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
、
差
額
地
代
第
一
一
形
態
の
否
定
の
論
拠
を
、

日
高
氏
の
著
書
が
与
え
て
お
り
、
同
氏
に
よ
り
十
分
に
論
証
さ
れ

て
い
る
、

と
い
う
よ
う
に
考
え
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。

な
お
、

日
高
民
の
見
解
は
西
口
民
に
よ
り
要
約
さ
れ
て
い
る
次
の
よ
う
な
見
解
1

1
詳
細
は
臼
高
『
地
代
論
研
究
』

(
時
潮
社
、
昭
和
三

七
年
十
月
)
参
照
ー
ー
に
ま
で
さ
ら
に
つ
き
進
ん
で
い
る
点
が
田
代
・
常
盤
氏
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
技
術
改
良
は
資
本
の
問

題
で
あ
っ
て
地
代
論
で
は
捨
象
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
理
論
的
に
は
下
向
序
列
と
収
穫
逓
減
を
前
提
と

L
て、

は
じ
め
て

D
R
の
成
立
を

解
明
で
き
る
と
す
る
立
場
」
を
と
っ
た
り
、
「
し
た
が
っ
て
追
加
投
資
の
生
産
性
増
大
の
場
合
と
事
実
上

D
R
I
に
帰
着
す
る
生
産
性
不

変
の
場
合
を
地
代
論
か
ら
除
外
し
、
追
加
投
資
の
生
産
性
低
下
の
上
に
の
み
、

つ
ま
り
、
最
終
的
追
加
投
資
H
最
劣
等
投
資
、
最
劣
等
投

資
単
独
の
平
均
利
潤
確
保
の
マ
ル
ク
ス
方
式
で
の
み
、

D
R
E
が
正
し
く
展
開
で
き
る
こ
と
」
(
西
口
、
前
掲
辞
兵
七
六
六
頁
)
を
主
張
し
て

い
る
点
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

こ
の
よ
う
な
日
高
説
は
、
新
沢
・
華
山
両
氏
の
い
う
資
本
量
な
る
条
件
を
捨
象
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う

そ
れ
と
は
逆
に
、
技
術
改
良
は
資
本
の
問
題
で
あ
る
と
し
て
、
最
適
資
本
量
な
る
概
念
で
は
な
く
、
技
術
水
準
つ
ま
り
資

本
的
条
件
一
定
の
前
提
に
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
「
各
土
地
に
投
下
さ
れ
る
資
本
量
は
、
市
場
価
格
の
変
動
に
つ
れ
て
必
然
的

の
で
は
な
く
、

に
最
適
化
す
る
の
だ
か
ら
、
資
本
量
を
捨
象
す
る
と
い
う
思
考
作
業
は
、
本
質
的
に
無
理
で
あ
る
。
し
か
も
、
地
代
論
は
、
未
耕
地
既
耕



地
を
通
じ
て
の
最
劣
等
投
資
に
よ
っ
て
市
場
価
格
が
調
整
さ
れ
る
と
い
う
論
理
の
み
で
構
成
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
か
ら
、
差
額
地
代
の
第

一
形
態
と
第
二
形
態
と
を
区
別
す
る
こ
と
は
無
意
味
で
あ
る
」

(
前
掲
誌
四
頁
)
と
い
う
見
解
を
、

旦
両
氏
の
所
説
、
が
裏
づ
け
て
い
る
1

1

か
り
に
裏
づ
け
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
の
当
否
は
別
で
あ
る
が
1
1
1
わ
け
で
は
な
い
。

次
に
同
の
第
二
形
態
を
認
め
な
い
両
民
の
説
か
ら
は
必
然
的
に
最
劣
等
地
に
生
ず
る
差
額
地
代
の
存
在
も
否
定
さ
れ
る
、

と
い
う
点
を

み
よ
う
。
両
氏
の
最
劣
等
地
に
差
額
地
代
が
存
在
し
な
い
と
い
う
理
由
は
、
均
衡
市
場
価
格
が
ど
の
よ
う
な
水
準
に
あ
ろ
う
と
も
、
そ
の

価
格
で
平
均
利
潤
だ
け
が
え
ら
れ
、
超
過
利
潤
の
生
ず
る
こ
と
の
な
い
限
界
投
資
の
生
産
性
と
ち
ょ
う
ど
等
し
い
大
き
さ
の
初
原
投
資
の

生
産
性
を
も
っ
士
地
が
常
に
存
在
す
る
か
ら
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
継
起
的
に
投
下
さ
れ
る
資
本
の
う
ち
、
最
も
生
産
性
の
劣
っ
た
資
本
に
お
け
る
生
産
物
の
個
別
的
生
産
価
格
が
市
場
生
産
価

格
を
規
制
す
る
こ
と
に
よ
り
差
額
地
代
第
二
形
態
が
存
在
す
る
こ
と
を
認
め
る
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
増
加
し
た
需
要
を
満
た
す
た
め
に

は
、
最
劣
等
地
の
資
本
よ
り
も
生
産
性
の
劣
っ
た
資
本
を
優
等
地
に
投
下
す
る
か
、
最
劣
等
地
A
に
、
以
前
よ
り
も
不
生
産
的
な
資
木
を

投
下
す
る
か
、
逆
に

A
地
に
生
産
力
が
以
前
よ
り
も
高
い
追
加
投
資
を
行
な
っ
た
場
合
の
、

い
ず
れ
の
場
合
に
も
最
劣
等
地
に
差
額
地
代

が
生
ず
る
の
で
あ
っ
て
、
新
沢
・
華
山
両
氏
の
主
張
さ
れ
る
よ
う
な
、
最
劣
等
地
に
は
差
額
地
代
は
成
立
し
な
い
、

と
い
う
見
解
は
、
数

学
的
な
考
え
方
と
し
て
は
成
立
す
る
と
し
て
も
、
資
本
制
的
農
業
生
産
関
係
が
生
み
出
す
地
代
理
論
の
説
明
と
し
て
は
受
入
れ
難
い
。

最
後
に
両
氏
に
よ
る
絶
対
地
代
の
否
定
論
を
み
よ
う
。
両
氏
は
さ
き
に
み
た
如
く
絶
対
地
代
を
「
社
会
的
需
要
が
増
大
し
て
、
未
耕
地

か
ら
の
供
給
が
な
け
れ
ば
需
給
が
均
衡
し
な
く
な
る
と
き
、
未
耕
地
の
所
有
者
が
土
地
の
貸
付
け
を
担
否
す
る
と
す
れ
ぽ
、
土
地
生
産
物

の
市
場
価
格
は
上
昇
す
る
。
こ
の
上
昇
し
た
市
場
価
格
に
よ
っ
て
生
ず
る
超
過
利
潤
の
地
代
に
転
化
し
た
も
の
が
絶
対
地
代
で
あ
る
」
(
五

マ
ル
ク
ス
の
地
代
範
鴎
へ
の
批
判
に
対
す
る
一
反
論

五



マ
ル
ク
ス
の
地
代
範
臨
時
へ
の
批
判
に
対
す
る
一
{
反
論

一一六

頁
)
と
規
定
し
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
規
定
は
、

マ
ル
ク
ス
の
規
定
と
は
全
く
異
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
地
代
が
価
慣
と
し
て
把
握
き

れ
て
お
ら
ず
、

地
代
論
を
価
値
論
と
の
関
連
に
お
い
て
把
握
し
て
い
な
い
。
新
沢
氏
は
労
作
『
農
業
剰
余
価
値
形
態
論
』
で
は
、
絶
対
地

代
を
マ
ル
ク
ス
の
規
定
に
従
っ
て
理
解
し
て
い
た
の
に
、

こ
の
論
文
で
は
な
ぜ
異
な
っ
て
把
握
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
別
に
説
明

は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

こ
の
論
文
は
絶
対
地
代
の
把
握
に
お
い
て
は
、

か
つ
て
の
著
書
よ
り
も
後
退
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
地
代
論
論
争
の
中
心
的
論
争
点
は
、
絶
対
地
代
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
農
業
内
部
に
お
い
て
創
り
出
さ
れ

た
剰
余
価
値
で
あ
り
、
農
産
物
の
生
産
価
格
と
価
値
と
の
差
額
(
の
全
部
ま
た
は
一
部
)
で
あ
る
と
い
う
見
解
と
、
そ
う
で
は
な
く
、
絶
対
地

代
は
農
産
物
の
価
値
に
よ
っ
て
は
な
ん
ら
限
界
づ
け
ら
れ
ず
、

そ
れ
は
農
産
物
の
生
産
価
格
と
市
場
価
格
1

1

こ
の
市
場
価
格
と
は
土
地

所
有
の
独
占
に
立
脚
し
て
成
立
す
る
価
値
以
上
の
価
格
ー
ー
と
の
差
額
か
ら
生
ず
る
、

と
い
う
見
解
の
対
立
で
あ
っ
た
。
も
と
も
と
マ
ル

ク
ス
は
、

リ
カ
ー
ド
理
論
が
価
値
と
生
産
価
格
と
を
同
一
視
し
て
い
た
こ
と
の
あ
や
ま
り
を
克
服
し
、
価
値
の
生
産
価
格
ヘ
の
転
化
の
問

題
を
解
決
し
た
う
え
で
、
土
地
所
有
の
独
占
と
、
社
会
的
平
均
的
な
資
本
の
有
機
的
構
成
に
く
ら
べ
て
農
業
資
本
の
低
位
構
成
と
い
う
一
一

条
件
の
も
と
で
成
立
す
る
地
代
を
、

土
地
の
差
等
に
か
か
わ
り
の
な
い
、
差
額
地
代
と
は
概
念
的
に
区
別
さ
れ
る
地
代
で
あ
る
と
し
て
絶

対
地
代
と
規
定
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
マ
ル
ク
ス
に
あ
っ
て
は
、

」
の
絶
対
地
代
は
差
額
地
代
と
と
も
に
資
本
制
社
会
に
お
け
る
地
代

の
「
唯
一
の
正
常
的
形
態
」
(
『
資
本
論
」
第
三
巻
八
一
四
頁
、
択
同
一

O
七
七
頁
〉
と
し
て
、

あ
く
ま
で
も
労
働
時
間
に
よ
る
価
倍
規
定
の
立
場

に
立
ち
、
価
値
と
の
関
連
に
お
い
て
把
握
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
両
氏
は
あ
や
ま
っ
た
絶
対
地
代
の
規
定
に
立
っ
て
、
市
場
価
格
は
未

耕
地
所
有
者
の
貸
付
拒
否
に
よ
っ
て
む
や
み
に
上
昇
す
る
も
の
で
は
な
く
、
既
耕
地
へ
の
追
加
投
資
に
よ
り
総
供
給
量
は
増
大
し
、
未
耕

地
の
所
有
者
が
い
く
ら
貸
付
を
拒
否
し
て
も
市
場
価
格
は
限
界
投
資
に
よ
っ
て
調
整
さ
れ
、
絶
対
地
代
は
成
立
し
な
い
、

と
さ
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
両
氏
の
見
解
は
、
農
産
物
価
格
を
農
産
物
の
価
値
以
上
に
お
さ
え
る
力
が
ど
こ
か
ら
も
出
て
こ
な
い
か
ら
、
生
産
価
格
と
分
離



し
た
価
値
の
大
き
さ
に
区
切
り
を
つ
け
て
絶
対
地
代
の
源
泉
と
す
る
の
が
全
く
無
意
味
だ
と
い
う
、
大
内
氏
や
日
高
氏
の
考
え
と
全
く
対

照
的
で
あ
っ
て
、
双
方
の
説
に
共
通
な
点
は
、
前
者
が
絶
対
地
代
の
成
立
を
否
定
し
、
後
者
が
絶
対
地
代
を
価
値
か
ら
切
離
す
こ
と
に
よ

り
、
と
も
に
マ
ル
ク
ス
の
絶
対
地
代
範
腐
を
認
め
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
新
沢
・
華
山
両
氏
ほ
、
社
会
的
需
要
が
増
大
し
て
、

未
耕
地
か
ら
の
供
給
が
な
け
れ
ば
需
給
が
均
衡
し
な
く
な
る
と
き
、
未
耕
地
の
所
有
者
が
土
地
の
貸
付
げ
を
拒
否
す
る
と
す
れ
ば
、
土
地

生
産
物
の
市
場
価
格
は
上
昇
し
、

こ
の
上
昇
し
た
市
場
価
格
に
よ
っ
て
生
ず
る
超
過
利
潤
の
地
代
に
転
化
し
た
も
の
が
絶
対
地
代
で
あ
る

と
の
べ
た
あ
と
へ
つ
づ
け
て
、

「
し
か
し
、
市
場
価
格
は
、
未
耕
地
所
有
者
の
貸
付
け
拒
否
に
よ
っ
て
む
や
み
に
上
昇
す
る
も
の
で
は
な

い
。
新
沢
は
こ
の
市
場
価
格
上
昇
を
制
限
ず
る
も
の
、
絶
対
地
代
の
上
限
を
区
切
る
も
の
が
既
耕
地
へ
の
追
加
投
資
の
生
産
性
で
あ
る
こ

と
に
気
づ
い
た
。
後
に
大
内
、

日
高
両
教
授
に
よ
っ
て
正
し
く
論
証
さ
れ
た
」
(
五
頁
)
と
の
べ
て
い
る
。
そ
こ
で
次
に
、

ど
の
よ
う
に
正

し
く
論
証
き
れ
て
い
る
か
を
新
沢
民
の
見
解
か
ら
み
よ
う
。

新
沢
氏
は
、
絶
対
地
代
成
立
の
二
条
件
|
|
土
地
所
有
の
独
占
と
農
業
部
門
の
有
機
的
構
成
の
低
位
!
ー
の
う
ち
、
前
者
に
つ
き
マ
ル

グ
ス
の
次
の
所
説
を
引
用
す
る
。
「
資
本
は
今
や
借
地
農
業
者
に
よ
り
l
i伎
は
何
ら
の
地
代
も
支
払
い
え
な
い
と
し
て
も
1

i
資
本
の

平
均
的
増
殖
諸
関
係
に
し
た
が
っ
て
土
地
種
類
A
に
投
下
さ
れ
う
る
と
い
う
前
提
か
ら
は
、
等
級
A
に
属
す
る
こ
の
土
地
が
さ
つ
そ
く
借

地
農
業
者
の
内
出
に
な
る
と
い
う
結
論
は
決
し
て
出
て
こ
な
い
。
借
地
農
業
者
は
地
代
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
自
分
の
資
木
を
普
通
の
利
潤

で
増
殖
し
う
る
と
い
う
事
情
は
、
土
地
所
有
者
に
と
っ
て
は
、
自
分
の
士
地
を
借
地
農
業
者
に
無
償
で
貸
し
つ
け
、

こ
の
事
業
友
達
に
た

い
し
無
償
信
用
を
与
え
る
ほ
ど
慈
善
的
で
あ
る
理
由
で
は
決
し
て
な
い
」
(
『
資
本
論
』
第
三
巻
七
九
八
i
九
頁
、

訳
伸
一

O
五
八
頁
)
。

そ
し

た
ら
す
ま
で
は
耕
作
さ
れ
え
な
い
も
の
と
す
れ
ば
、

て
「
最
劣
等
地

A
が
、
も
し
耕
作
す
れ
ば
生
産
価
格
を
も
た
ら
す
は
ず
だ
と
は
い
え
、
こ
の
生
産
価
格
を
こ
与
え
る
超
過
分
た
る
地
代
を
も

こ
の
価
格
昂
騰
の
創
造
的
理
由
で
る
る
。
土
地
所
有
そ
の
も
の
が
地

土
地
所
有
は

マ
ル
ク
ス
の
地
代
範
鴎
へ
の
批
判
に
対
す
る
一
反
論

二
七



マ
ル
ク
ス
の
地
代
範
臨
時
へ
の
批
判
に
対
す
る
一
反
論

代
を
生
み
だ
し
た
の
で
あ
る
」
(
同
上
八
O
四
頁
、
訳
伸
一

O
六
五
頁
)
。
そ
し
て
「
で
は
こ
の
土
地
所
有
に
よ
っ
て
造
り
だ
さ
れ
た
地
代
形

八

態
は
、
剰
余
価
値
の
一
分
岐
と
し
て
は
、
ど
こ
か
ら
く
る
か
。
第
一
一
の
一
条
件
が
こ
れ
を
可
能
に
す
る
。
:
:
:
『
資
本
が
あ
る
外
的
な
力

l
i

資
本
が
部
分
的
に
の
み
克
服
し
う
る
か
ぜ
ん
ぜ
ん
克
服
し
え
な
い
よ
う
な
、

そ
し
て
、
特
殊
的
生
産
部
面
で
の
資
本
投
下
を
制
限
し
て
、

こ
れ
を
た
だ
次
ぎ
の
よ
う
な
諸
条
件
、
す
な
わ
ち
、
剰
余
価
値
の
平
均
利
潤
へ
の
前
述
の
一
般
的
均
等
化
を
全
部
的
ま
た
は
部
分
的
に
排

除
す
る
よ
う
な
諸
条
件
の
も
と
で
の
み
許
す
よ
う
な
、
あ
る
外
的
な
力

l
lに
ぶ
つ
つ
か
る
な
ら
ば
、
あ
き
ら
か
に
、

か
か
る
生
産
部
面

で
は
、
商
品
の
生
産
価
格
を
こ
え
る
価
値
の
超
過
に
よ
っ
て
、
超
過
利
潤
、
す
な
わ
ち
、
地
代
に
転
形
さ
れ
且
つ
地
代
と
し
て
利
潤
に
た

い
し
自
立
化
さ
れ
う
る
超
過
利
潤
が
発
生
す
る
で
あ
ろ
う
。
』
(
『
資
本
論
』
第
三
巻
八
二
真
、
訳
帥
一

O
七
四
頁
)
『
し
か
る
に
、
農
業
資
本

に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
る
商
品
の
価
値
は
、
前
提
に
よ
れ
ば
そ
の
生
産
価
格
よ
り
も
高
い
の
で
あ
る
か
ら
、

」
の
地
代
は
;
・
生
産
価
格
を
こ

え
る
価
値
の
超
過
分
を
、

ま
た
は
そ
の
一
部
分
を
な
す
。
』
(
同
上
八
一
一
ー
ー
一
一
頁
、
訳
同
一

O
七
四
1

五
瓦
)
右
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
他
の

諸
部
門
の
平
均
的
価
値
に
比
し
て
農
業
に
お
け
る
相
対
的
に
大
き
い
剰
余
価
値
の
全
部
、
あ
る
い
は
一
部
が
、
土
地
所
有
の
要
求
が
あ
る

た
め
に
平
均
利
潤
に
均
衡
し
て
ゆ
く
こ
と
を
妨
げ
ら
れ
、
穀
物
の
長
期
平
均
価
格
は
生
産
価
格
以
上
に
高
騰
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
一
の

地
代
形
態
、
絶
対
地
代
が
可
能
と
な
る
」
(
『
農
業
剰
余
価
値
形
態
論
』
九
一
一
員
)
と
の
ベ
、

さ
ら
に
つ
づ
け
て
「
こ
こ
で
一
つ
の
疑
問
が
生
じ

て
く
る
。
す
な
わ
ち
、

土
地
所
有
の
地
代
に
た
い
す
る
要
求
は
、
借
地
農
業
者
が
か
れ
の
所
有
に
帰
す
べ
き
平
均
利
潤
の
実
現
を
可
能
に

す
る
か
い
な
か
を
考
慮
し
て
な
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
土
地
所
有
の
要
求
す
る
地
代
額
が
穀
物
の
価
値
と
生
産
価
格
と
の
差
額
以
上
に

過
大
な
も
の
と
な
っ
た
場
合
に
、
平
均
的
市
場
価
格
は
生
産
価
格
は
も
ち
ろ
ん
価
値
を
超
過
し
て
高
騰
し
、

そ
れ
に
よ
っ
て
土
地
所
有
の

そ
の
過
大
な
要
求
、
が
満
さ
れ
る
こ
と
に
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
(
同
上
九
一
ー
ー
二
頁
)
と
し
、

「
マ
ル
ク
ス
が
お
こ
な

っ
た
よ
う
に
農
業
資
本
の
相
対
的
低
位
の
た
め
に
穀
物
に
生
産
価
格
を
越
え
、
そ
の
価
値
の
範
囲
内
で
平
均
市
場
価
格
が
成
立
し
絶
対
地



代
が
可
能
と
な
り
う
る
ゆ
え
ん
が
論
証
せ
ら
れ
た
と
し
て
も
、
著
者
に
と
っ
て
は
な
ぜ
土
地
所
有
に
よ
る
過
大
な
要
求
が
あ
る
場
合
に
価

値
以
上
の
価
格
が
成
立
す
る
こ
と
と
な
ら
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
依
然
と
し
て
疑
問
と
し
て
残
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
」
(
向
上
九
三

頁
)
と
の
ベ
る
。
そ
し
て
、
問
題
を
具
体
的
に
把
握
す
る
た
め
に
、
数
個
の
表
式
を
用
い
、
各
種
の
場
合
を
次
の
よ
う
に
分
析
す
る
。

第一表

望lztl討資本間諸国~I百三LEK
;B i2  I 80 I 40 I 50い。 70 ! 20 I 10 ! 0 I 10 I 1川

新
沢
氏
が
基
本
と
す
る
第
一
表
は
上
の
如
く
で
あ
る
。

こ
の
表
で
は
、
「
B
な
る
土
地
に
五

O
志
な
る
資
本
が
投
下
せ
ら
れ
て
一
一
ク
ォ

l
タ
!
な
る
生
産

物
を
え
た
と
仮
定
さ
れ
て
い
る
。

B
地
は
そ
の
時
の
耕
作
序
列
に
あ
る
最
劣
等
地
と
み
な
し
て
も
よ

く
、
あ
る
い
は
需
要
の
総
体
が
こ
の

B
地
で
満
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
も
よ
い
。
農
業
部
門
を
の
ぞ

い
た
他
の
産
業
諾
部
門
で
成
立
せ
る
一
般
的
利
潤
率
は
二

O
M、
し
た
が
っ
て
平
均
利
潤
は
一

O
志

で
あ
る
が
農
業
に
投
下
さ
れ
る
資
本
の
有
機
的
構
成
の
相
対
的
低
位
の
た
め
に
、
農
業
部
門
の
利
潤

率
は
一
般
的
刺
潤
率
よ
り
大
き
く
四

O
Z、
し
た
が
っ
て
剰
余
価
値
二

O
志
、
生
産
物
の
価
値
は
七

O
志
と
な
る
も
の
と
仮
定
さ
れ
て
い
る
」
(
向
上
九
主
頁
)
。
さ
て
、

」
の
よ
う
な
前
提
に
立
っ
て
新
沢

氏
は
い
う
。
「
い
ま
、
土
地
所
有
者
が
B
地
に
た
い
し
二

O
士
山
な
る
地
代
を
要
求
す
る
場
合
を
考
え

て
み
よ
う
。
か
か
る
場
合
に
は
、

B
地
に
投
下
さ
れ
た
資
本
五

O
士
山
に
地
代
ニ

O
志
を
加
算
す
る
だ

け
で
す
で
に
生
産
物
の
価
値
に
等
し
く
な
り
、
生
産
物
が
価
値
通
り
の
価
格
を
も
っ
て
売
ら
れ
る
も

の
と
す
れ
ば
、
利
潤
の
成
立
す
る
余
地
は
な
い
。

し
た
が
っ
て
、

そ
の
資
本
は

B
地
か
ら
引
揚
げ
ざ

る
を
え
な
い
こ
と
と
な
ろ
う
。

一
応
優
良
地
に
た
い
す
る
追
加
投
資
の
存
在
と
、

土
地
所
有
者
た
ち

相
互
間
の
競
争
を
お
い
て
間
わ
な
い
と
す
れ
ば
、

B
地
生
産
物
だ
け
供
給
が
減
少
す
る
こ
と
と
な
る

マ
ル
ク
ス
の
地
代
範
臨
時
へ
の
批
判
に
対
す
る
一
反
論

九



マ
ル
ク
ス
の
地
代
範
臨
時
へ
の
批
判
に
対
す
る
一
反
論

。

か
ら
、
市
場
価
格
は

B
地
所
有
者
の
要
求
を
満
た
し
、

し
か
も
借
地
農
業
者
に
平
均
利
潤
な
ゆ
る
す
に
い
た
る
ま
で
高
騰
せ
ざ
る
を
え
な

い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
の
地
代
の
内
容
を
み
る
に
、
剰
余
価
値
は
二

O
志
、
平
均
利
潤
と
地
代
を
加
算
す
る
と
一
二

O
志
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
差
額
一

O
志
は
価
値
な
き
価
格
の
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
換
言
す
れ
ば
地
代
が
価
値
な
き
価
格
を
造

出
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
」
(
同
上
九
五
|
六
頁
)
。

し
か
し

こ
の
よ
う
な
差
額
一

0
シ
リ
ン
グ
と
い
う
価
値
な
き
価
格
の
成
立
は
、
氏
が
よ
り
劣
等
な
A
地
の
耕
作
圏
内
へ
の
参
加
や
、

氏
が
お
い
て
問
わ
な
い
と
さ
れ
た
優
良
地
に
た
い
す
る
追
加
投
資
や
地
主
相
互
間
の
競
争
に
よ
り
早
晩
消
滅
す
る
は
ず
で
あ
る
。

し
台、

し
、
氏
は
た
だ
一
応
こ
こ
で
は
「
お
い
て
問
わ
な
い
L

と
こ
の
点
に
は
論
及
さ
れ
ず
、

さ
ら
に
論
旨
を
進
め
、

土
地
所
有
に
よ
る
過
大
な

要
求
に
よ
っ
て
穀
物
の
市
場
価
格
が
高
騰
し
、
外
国
よ
り
の
穀
物
の
輸
入
が
可
能
に
な
っ
た
と
仮
定
し
、

i
「
偶
然
に
輸
入
価
格
が
ク
ォ

ー
タ
1
当
り
三
五
士
山
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
市
場
価
格
は
こ
の
価
格
に
一
致
ぜ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
ニ
ク
ォ

l
タ

ー
の
価
格
は
七

O
芯
で
あ
っ
て
、

B
地
生
産
物
の
市
場
価
値
に
等
し
い
こ
と
と
な
る
か
ら
、

」
の
価
格
は
土
地
所
有
に
一

O
志
の
地
代
を

ゆ
る
す
に
す
ぎ
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
か
く
て
、
地
代
は
価
値
七

O
志
と
生
産
価
格
六

O
志
と
の
差
額
に
等
し
く
、
通
常
の
意
味
の
絶
対

地
代
の
成
立
を
み
る
に
す
ぎ
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
の
ベ
、

し
か
し
な
が
ら
、
外
国
穀
物
の
輸
入
価
格
が
、

土
地
所
有
に
生
産
物
の
価

値
と
生
産
価
格
の
差
額
|
|
絶
対
地
代
相
当
分
の
全
額

i
iを
ゆ
る
す
と
い
う
ζ

と
は
、

た
ん
な
る
偶
然
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、

そ
の
価
格

が
三
五
志
よ
り
高
い
場
合
と
低
い
場
合
を
引
続
き
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
、
次
に

E
「
輸
入
価
格
が
生
産
価
格
ク
ォ

l
タ
!
当
り

一二

O
志
と
市
場
価
値
三
五
士
山
の
あ
い
だ
の
価
格
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
土
地
所
有
は
絶
対
地
代
と
し
て
、
価
値
と
生
産
価
格
の
差
額
の
一

部
し
か
実
現
し
え
な
い
こ
と
と
な
ろ
う
」
。
さ
ら
に

E
「
輸
入
価
格
が
三

O
志
に
低
落
す
れ
ば
、
土
地
所
有
は
地
代
を
な
ん
ら
実
現
で
き

ず
、
借
地
農
薬
者
に
た
い
し
そ
の
土
地
の
借
地
を
中
止
せ
し
め
る
か
、

な
お
土
地
所
有
者
が
地
代
を
要
求
す
る
と
す
れ
ば
、
借
地
畏
業
者



は
か
れ
の
資
本
を
引
揚
げ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
と
な
ろ
う
」
と
の
ベ
る
。
そ
し
て
反
対
に
、

W
「
も
し
輪
入
価
格
が
B
地
生
産
物
の
市
場

価
値
ク
ォ
タ
l
当
り
三
五
志
以
上
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
土
地
所
有
が
過
大
な
要
求
を
す
る
場
合
に
は
価
値
以
上
の
価
格
成
立
を
ゆ
る
す

こ
と
と
な
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
通
常
の
絶
対
地
代
以
上
の
地
代
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
と
な
り
、

一
の
独
占
地
代
と
も
い
う
べ
き
も
の
が
可

能
と
な
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
」
(
向
上
九
六
頁
)
と
の
べ
て
い
る
。

右
の

I
の
場
合
は
、
最
劣
等
地
の
農
産
物
の
個
別
的
価
値
と
輸
入
価
格
が
一
致
し
て
い
る
の
で
、
輸
入
価
格
の
問
題
を
捨
象
し
て
考
え

て
も
全
く
よ
い
わ
け
で
、
通
常
の
絶
対
地
代
が
成
立
す
る
の
み
で
あ
る
と
氏
の
い
わ
れ
る
通
り
で
問
題
は
な
い
。

ま
た

E
の
場
合
で
あ
る
が
、

こ
の
場
合
輸
入
価
格
が
一
一
一

0
シ
リ
ン
グ
と
つ
一
五
シ
リ
ン
グ
の
間
な
ら
、
絶
対
地
代
の
一
部
の
み
が
実
現
さ

れ
る
と
い
う
点
も
、
農
産
物
の
市
場
価
値
が
輸
入
価
格
の
影
響
に
よ
り
、
一
一
一

O
シ
リ

γ
グ
か
ら
一
一
一
五
シ
リ
ソ
グ
の
聞
で
き
ま
る
の
で
あ
る

か
ら
、
問
題
は
な
い
。

さ
ら
に

E
の
輸
入
価
格
が
三

0
シ
リ
ン
グ
に
低
落
し
た
場
合
、
氏
の
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
借
地
の
農
業
者
は
資
木
を
引
き
上
げ
、
結
局

は
一
タ
ォ

l
タ
l
三
0
シ
リ
ン
グ
の
価
格
で
、
平
均
利
潤
と
絶
対
地
代
を
支
払
う
こ
と
の
で
き
る
、
そ
れ
空
で
の
優
良
地
が
最
劣
等
地

|
|
優
良
地
の
も
っ
と
も
寡
産
な
追
加
投
資
の
場
合
も
同
様
ー
ー
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
、
買
の
三
五
シ
リ
ン
グ
以
上
で
あ
っ
た
な
ら
、
価
値
以
上
の
独
占
地
代
が
成
立
す
る
と
い
わ
れ
る
点
は
、
何
故
そ
の
よ
う
な
高

い
穀
物
を
輸
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
穀
物
の
絶
対
額
が
不
足
な
ら
、
輸
入
価
格
水
準
以
下
の
個
別
的
価
値
で
生
産
が
可
能
な
追

加
投
資
が
行
な
わ
れ
る
か
、

よ
り
劣
等
地
が
耕
作
圏
内
に
参
加
す
る
は
ず
で
あ
っ
て
、
土
地
所
有
者
に
一
方
的
に
過
大
な
要
求
を
許
す
こ

と
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
仮
り
に
氏
の
い
わ
れ
る
よ
う
に
、

地
主
の
要
求
に
よ
り
平
均
的
市
場
価
格
が
長
期
的
に
高
騰
す
る
と
し
て

も
、
そ
れ
を
本
来
的
な
独
占
地
代
と
規
定
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
か
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
独
占
地
代
と
は
、
新
沢
氏
も
の
べ
て
い
る
よ

マ
ル
ク
ス
の
地
代
範
障
へ
の
批
判
に
対
す
る
一
反
論



マ
ル
ク
ス
の
地
代
範
蒔
へ
の
批
判
に
対
す
る
一
反
論

毒薬l耳斗調刊計四時四時|制(ニ
A1 1 1 80 1 80 1 50 1 70 1 70 1 20 110 1 0 I 10 1 10 

B1 2 1160 1 80 1 50 1 70 1140 1 20 1 10 1 70 1 10 1 20 

第三表
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つ
い
で
、
氏
は
、

い
る
の
か
。
こ
の
点
は
氏
の
表
の
す
べ
て
に
つ
い
て
も
疑
問
で
あ
る
。

さ
ら
に
引
続
い
て
、
穀
物
の
長
期
平
均
価
格
の
高
騰
の
結
果
、

よ
り
劣
悪
な

A
地
が
耕
作
序
列
に
は
い
っ
て
き
た
場

合
を
考
察
し
よ
う
と
し
て
第
二
表
を
か
か
げ
、
「
第
二
表
に
一
部
す
よ
う
に
、

う
に
「
特
殊
な
地
味
を
有
す
る
果
樹
園
等

に
生
ず
る
地
代
で
、

そ
の
生
産
物
の
購
買

者
た
ち
の
慾
z

廷
と
支
払
能
力
に
よ
っ
て
決

定
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、

土
地
所
有
が

能
動
的
な
カ
と
し
て
こ
れ
を
形
成
せ
し
め

た
も
の
で
は
な
い
」
(
同
上
一
一
一
頁
)
か
ら

で
あ
る
。

な
お
第
一
表
の
市
場
価
伯
七

O
シ
リ
ン

グ
と
あ
る
の
は
理
解
に
苦
し
む
。

つ
ま
り

市
場
価
格
が
四

0
シ
リ
ン
グ
な
の
に
、

ク
ォ

l
タ

l
の
市
場
価
値
が
七

O
と
は
ど

う
い
う
こ
と
か
。
個
別
的
価
値
の
七

O
が

そ
の
ま
ま
市
場
価
値
と
な
っ
て
い
て
、
市

場
価
格
の
四

O
と
の
一
関
係
が
ど
う
な
っ
て

B
地
の
生
産
物
量
だ
け
で
需
要
を
満
す
こ
と
が
で
き
ず
、
長



期
平
均
的
に
穀
物
の
市
場
価
格
は
高
騰
し
、

A
地
が
耕
作
序
列
に
入
る
と
す
る
の
で
あ
る
が
、

A
地
は
五

O
志
な
る
投
下
資
本
に
よ
っ

て、

一
グ
ォ
タ
!
し
か
生
産
し
え
な
い
と
こ
ろ
の
劣
悪
な
る
土
地
で
あ
る
」
と
仮
定
せ
ら
れ
て
い
る
と
し
て
、

a
「
土
地
所
有
者
が
ニ

O

志
な
る
地
代
を
要
求
す
る
た
め
、
市
場
価
格
は
ク
ォ
タ
l
当
り
八

O
志
に
高
騰
し
」
、
平
均
利
潤
と
地
代
と
が
実
現
せ
ら
れ
る
と
い
う
関

係
は
第
一
表
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
と
す
る
。

B
地
に
つ
い
て
み
る
に

B
地
生
産
物
も
A
地
生
産
物
と
お
な
じ
価
格
で
売
ら
れ
る
か
ら
、

そ
の
総
価
格
は
一
六

O
志
、
個
別
的
価
値
は
七

O
志
、
市
場
価
値
は
一
四

O
志
に
な
る
。
差
額
地
代
は
市
場
価
値
と
個
別
的
価
値
の
差
額

で
あ
る
か
ら
、

こ
の
場
合
七

O
志、

b
「
絶
対
地
代
は
個
別
的
価
値
と
生
産
価
格
の
差
額
で
あ
る
か
ら
」

一
O
志、

し
た
が
っ
て
、
市
場

価
格
と
市
場
価
値
の
差
額
を
も
っ
て
成
立
す
る
と
こ
ろ
の
絶
対
地
代
を
越
え
る
地
代
額
は
二

O
志
と
な
る
。
す
な
わ
ち
A
-
B
岡
地
を
合

計
す
れ
ば
、

A
地
所
有
者
が
地
代
に
た
い
し
過
大
な
要
求
を
す
る
た
め
、
三

O
士
山
な
乙
価
値
な
さ
価
格
が
恒
常
的
に
成
立
し
、

」
れ
が
右

の
地
代
に
転
化
し
て
ゆ
く
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
、

と
の
ベ
、
続
け
て
、
「
こ
と
の
つ
い
で
に
ふ
れ
て
お
く
が
、

」
の
地
代
は

A
地
に
一

O

士山、

B
地
に
二

O
志
で
あ
る
か
ら
劣
等
な
土
地
に
少
く
、
優
良
な
土
地
に
多
い
の
で
あ
っ
て
、

」
の
点
よ
り
す
れ
ば
差
額
地
代
的
性
質
が

あ
り
、
土
地
所
有
の
独
占
に
よ
っ
て
生
ず
る
と
い
う
点
か
ら
す
れ
ば
絶
対
地
代
的
性
質
を
も
ち
、

さ
ら
に
価
値
な
き
価
格
よ
り
生
ず
る
と

い
う
点
に
つ
い
て
は
独
特
な
性
質
を
も
っ
て
い
る
」
(
『
農
業
剰
余
価
値
形
態
論
』
九
七
頁
)
と
の
べ
て
い
る
。
こ
こ
で

a
の
二

0
シ
リ
ン
グ

の
地
代
要
求
は
、
あ
ま
り
に
も
土
地
所
有
の
権
力
の
貫
徹
を
容
易
に
認
め
て
い
る
と
い
う
点
で
疑
問
が
残
る

L
、
ま
た

b
の
絶
対
地
代
の

規
定
は
、

さ
き
に
ふ
れ
た
よ
う
に
論
女
で
の
規
定
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

さ
て
、
新
沢
氏
は
つ
い
で
、
第
一
表
に
た
い
す
る
と
同
様
、
外
国
穀
物
の
輸
入
の
場
合
を
考
察
し
よ
う
、

と
し
て
、
「
穀
物
の
輸
入
価

格
が
偶
然
に
ク
ォ
タ
1
当
り
七

O
志
で
あ
っ
た
す
れ
ば
、
第
一
表
の
場
合
と
同
様
、

A
地
で
は
地
代
は
一

O
士
山
に
す
ぎ
な
く
な
り
、
通
常

の
絶
対
地
代
の
み
が
可
能
と
な
る
。

B
地
に
お
い
て
も
絶
対
地
代
一

O
士
山
、
差
額
地
代
七

O
志
、
た
け
と
な
っ
て
、
価
値
以
上
の
価
格
に
も

マ
ル
ク
ス
の
地
代
範
鴎
へ
の
批
判
に
対
す
る
一
反
論

一一一一



マ
ル
ク
ス
の
地
代
範
臨
時
へ
の
批
判
に
対
す
る
一
反
論

四

と
づ
く
地
代
成
立
の
余
地
は
な
く
な
る
。
輸
入
価
格
が
市
場
価
値
七

O
志
と
生
産
価
格
六

O
志
の
あ
い
だ
に
あ
る
場
合
は
、

こ
れ
も
第
一

表
の
場
合
と
同
様
価
値
の
一
部
は
平
均
利
淵
に
均
衡
化
し
て
ゆ
く
こ
と
と
な
り
、

一
部
の
み
が
絶
対
地
代
と
し
て
実
現
さ
れ
る
こ
と
と
な

ろ
う
。
輸
入
価
格
が
生
沌
価
格
に
達
ず
れ
ば

A
地
は
耕
作
圏
外
に
去
る
。
輸
入
価
格
が
市
場
価
格
七

O
士
山
以
上
に
な
っ
た
場
合
、

土
地
所

有
に
よ
り
過
大
な
要
求
が
あ
れ
ば
、
恒
常
的
な
価
値
以
上
の
価
格
の
成
立
を
ゆ
る
し
、
穀
物
価
格
を
高
騰
さ
せ
、
価
値
以
上
の
価
格
に
も

と
づ
く
地
代
の
成
立
を
可
能
に
す
る
で
あ
ろ
う
」
(
同
上
九
七
|
八
頁
)
と
の
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
輸
入
価
格
そ
の
も
の
に
す
で
に
問
題

が
あ
り
、

な
ぜ
輸
入
価
格
が
さ
き
の

i
、

、
官且

E
、
町
の
よ
う
に
な
り
う
る
か
が
論
証
さ
れ
な
い
で
、
自
明
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
以

上
、
根
本
的
た
疑
義
、
か
残
る
。

ま
た
、
「
B
地
に
お
け
る
こ
の
種
の
地
代
の
も
っ
と
も
大
き
く
な
る
場
合
は
、
外
国
穀
物
の
輸
入
価
格
が

A
地
生
産
物
の
生
産
価
格
に

等
し
く
、

A
地
に
地
代
成
立
の
余
地
が
な
く
、

A
地
が
耕
作
圏
外
に
去
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
の
輸
入
価
格
の
存
在
と
、

B
地
所
有
者

の
地
代
に
た
い
す
る
過
大
な
要
求
、
が
あ
る
た
め
、
穀
物
の
価
格
が
低
落
し
な
い
場
合
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
第
三
表
に
掲
げ
よ
う
。
こ
の
場

合
B
地
は
最
劣
等
地
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
差
額
地
代
は
な
く
な
り
、

し
か
も
価
値
を
越
え
る
価
格
に
立
脚
す
る
地
代
は
表
の
二

O
志
よ

り
五

O
志
に
増
大
す
る
の
で
あ
る
。

L
か
し
な
が
ら
、
外
国
穀
物
の
価
格
は

A
地
生
産
物
の
生
産
価
格
六

O
芯
に
等
し
い
の
で
あ
る
か

ら、

A
地
が
耕
作
国
外
に
去
る
と
は
い
え

A
地
生
産
物
の
生
産
価
格
が
市
場
を
調
整
し
て
い
る
も
の
と
も
い
い
う
る
。

か
か
る
意
味
か
ら

す
れ
ば
、

B
地
の
地
代
は
全
部
市
場
調
整
的
生
産
価
格
と
個
別
的
生
産
価
格
の
差
額
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
差
額
地
代
と
み
な
し
う
る
と

い
う
こ
と
を
つ
け
加
え
て
お
こ
う
」
(
向
上
九
八
|
九
頁
)
と
の
ベ
る
。

次
に
、
以
上
は
「

A
地
と

B
地
の
生
産
力
に
非
常
に
大
き
た
差
等
が
あ
り
、

お
な
じ
五

O
志
な
る
投
資
に
よ
っ
て
一
方
で
は
一
ク
ォ
タ

ー
の
生
産
物
量
を
生
産
し
う
る
に
た
い
し
、
他
方
で
は
二
ク
ォ
タ
!
と
、

二
倍
に
達
す
る
生
産
を
あ
げ
る
と
い
う
前
提
に
よ
る
も
の
で
あ



っ
た
ひ
と
こ
ろ
が
、
各
等
級
地
の
資
本
の
生
産
力
に
そ
れ
ほ
ど
差
等
が
な
い
場
合
に
は
事
柄
は
よ
ほ
ど
異
っ
て
現
れ
る
。
こ
れ
を
つ
ぎ
に

表
示
し
よ
う
。

A
地
の
生
産
物
量
が
第
二
表
の
一
ク
ォ
タ
ー
で
は
な
く
、

B
地
の
生
産
物
量
と
あ
ま
り
差
の
な
い
一
ク
ォ
タ
!
五
分
の
四

で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
第
二
表
に
相
当
す
る
表
と
し
て
第
四
衷
が
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
外
国
穀
物
の
輸
入
価
格
が
A
地
生
産
物
の
生
広
価

格
三
三
志
九
分
の
二
に
等
し
い
た
め
、

A
地
が
耕
作
圏
外
に
去
り
、

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

B
地
生
産
物
、
が
な
お
こ
の
価
格
で
売
ら
れ

る
第
三
表
に
相
当
す
る
第
五
表
を
掲
げ
よ
う
。
第
五
表
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
各
等
級
地
に
生
産
力
の
あ
ま
り
大
な
る
差
等
の
み
ら
れ
な
い

場
合
に
は
、
外
国
産
の
安
い
穀
物
の
圧
迫
に
よ
っ
て
、
劣
等
な
る
土
地
が
耕
作
圏
外
に
放
逐
さ
れ
る
と
と
も
に
、
優
良
地
に
は
通
常
の
意

味
の
絶
対
地
代
の
み
ー
ー
よ
り
優
良
な
る
土
地
に
は
そ
の
う
え
差
額
地
代
が
成
立
す
る
ー
ー
が
成
立
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
場
合
に
は
、
外
国
穀
物
の
輸
入
は
、
あ
き
ら
か
に
価
値
以
上
の
価
格
に
立
脚
す
る
地
代
心
た
い
す
る
絶
対
的
制
鼠
条
件
と
な
っ
て

い
る
の
で
あ
る
」
(
向
上
九
九
|
一

O
O頁
)
と
の
べ
て
い
る
。

L
か
し

」
の
点
は
数
字
例
の
と
り
方
で
そ
う
い
え
る
の
で
あ
っ
て
、
氏
の

仮
定
十
一
認
め
て
の
う
え
の
こ
と
で
あ
る
が
、
問
題
は
そ
の
仮
定
そ
の
も
の
が
理
論
的
に
妥
当
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う

カミ

以
上
の
よ
う
な
新
沢
氏
の
著
書
で
の
所
説
は
、

は
た
し
て
新
沢
・
草
山
論
文
で
の
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
、
未
耕
地
所
有
者
の
貸
付
拒

否
↓
市
場
価
格
の
上
昇
↓
絶
対
地
代
の
一
成
立
、

と
い
う
見
解
に
た
い
し
て
、

」
の
市
場
価
格
の
上
昇
を
制
限
す
る
も
の
が
追
加
投
資
の
生

産
性
で
あ
る
こ
と
を
論
証
し
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
逆
に
、
新
沢
氏
は
氏
の
い
わ
ゆ
る
独
占
価
格
の
成
立
に
つ
い
て
す
ら
、

の
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
新
沢
氏
は
、
著
書
の
第
三
章
第
三
節
「
旧
来
の
借
地
へ
の
追
加
投
資
に
た
い
す
る
検
討
」
、

お
よ

び
第
四
節
「
土
地
所
有
者
た
ち
相
互
の
競
争
に
た
い
す
る
検
討
」
で
、

そ
れ
ぞ
れ
第
五
表
ま
で
の
見
地
を
さ
ら
に
新
し
い
条
件
を
加
え
て

考
察
|
|
紙
幅
の
都
合
上
紹
介
を
略
す
ー
ー
し
て
お
り
、
そ
し
て
第
五
節
の
む
す
び
で
、

「
い
ま
ま
で
、
土
地
所
有
の
独
占
に
よ
っ
て
生

マ
ル
ク
ス
の
地
代
範
時
へ
の
批
判
に
対
す
る
一
反
論

五



マ
ル
ク
ス
の
地
代
範
臨
時
へ
の
批
判
に
対
す
る
一
反
論

ム

/" 

ず
る
力
を
制
限
す
る
諸
条
件
に
考
察
を
加
え
、

土
地
所
有
の
地
代
に
た
い
す
る
要
求
に
よ
る
穀
物
の
市
場
価
格
の
価
値
を
越
え
る
恒
常
的

高
騰
を
決
定
的
に
制
限
す
る
条
件
は
存
在
し
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
、
あ
る
場
合
に
は
制
限
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
し
、

ま
た
あ
る

場
合
に
は
制
限
し
な
い
こ
と
も
あ
り
う
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
結
論
を
だ
し
た
。
さ
ら
に
論
理
的
に
は
そ
う
で
あ
ろ
う
が
、
現
実
に
お
い
て

は
各
種
の
諸
条
件
の
存
在
の
た
め
、
価
格
が
恒
常
的
に
価
値
以
上
に
高
騰
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
と
い
う
こ
と
を
も
論
証
し
た
つ
も
り

で
あ
る
」
(
前
掲
書
一
一

O
頁
)
と
の
べ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

こ
こ
で
は
、
新
沢
・
華
山
論
文
で
い
わ
れ
て
い
る
寸
絶
対
地
代
は
成
立
し
が

た
い
」
と
い
う
見
解
と
は
逆
の
結
論
、

つ
ま
り
「
市
場
価
格
の
価
値
を
こ
与
え
る
恒
常
的
高
騰
を
決
定
的
に
制
保
す
る
条
件
は
存
在
し
な
い

で
あ
ろ
う
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
点
、
大
内
・
日
高
両
民
の
マ
ル
グ
ス
批
判
も
同
様
の
立
場
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
マ
ル
ク
ス
は
農
業
の
資
本
構
成

の
社
会
的
平
均
資
本
に
比
し
て
の
低
位
性
と
土
地
所
有
の
独
占
に
も
と
づ
い
て
、
絶
対
地
代
を
規
定
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
農
業
資
本

の
低
位
構
成
は
歴
史
的
・
統
計
的
に
検
-
証
さ
れ
る
べ
き
事
実
の
問
題
で
あ
っ
て
、
理
論
的
に
は
た
ん
な
る
仮
説
に
す
、
ぎ
な
い
も
の
と
す
れ

ば
、
農
産
物
の
価
値
が
生
産
価
格
よ
り
高
い
と
い
う
こ
と
を
抽
象
的
に
断
定
で
き
な
く
な
る
。
そ
う
す
る
と
マ
ル
ク
ス
は
絶
対
地
代
が
農

産
物
の
価
値
と
生
産
価
格
と
の
差
な
い
し
は
そ
の
一
部
と
考
え
て
い
る
が
、
:
:
:
む
し
ろ
絶
対
地
代
は
木
質
的
に
は
土
地
所
有
の
独
占
に

よ
っ
て
、
生
産
価
格
以
上
に
市
場
価
格
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
生
じ
る
」
(
西
口
、
前
掲
辞
典
七
六
六
頁
)
と
い
う
の
が
両
氏
の
見
解

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
「
こ
の
土
地
所
有
の
独
占
は
絶
対
的
な
も
の
で
な
く
、
優
等
地
の
追
加
投
資
と
よ
り
低
い
劣
等
地
の
耕
作
圏
へ
の

導
入
と
の
二
条
件
の
範
囲
で
作
用
す
る
に
す
ぎ
な
い
」
(
同
上
)
と
い
う
点
の
指
摘
も
一
応
な
さ
れ
て
い
る
の
で
は
あ
る
が
、

こ
の
点
の
指

摘
は
絶
対
地
代
は
土
地
所
有
の
独
占
に
上
る
と
す
る
両
氏
の
見
解
と
な
ん
ら
矛
盾
し
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
新
沢
・
華
山
氏
は
「
市
場
価
格
は
、
未
耕
地
所
有
者
の
貸
付
け
拒
否
に
よ
っ
て
む
や
み
に
上
昇
す
る
も
の
で
は
な
い
」



(
前
出
)
と
の
ベ
、

」
の
占
…
は

の
ち
に
「
大
内
、

日
高
両
教
授
に
よ
っ
て
正
し
く
論
証
さ
れ
た
」
(
前
出
〉
と
の
ベ
て
、

つ
づ
け
て
、

「
し
た

が
っ
て
、
既
耕
地
へ
の
追
加
投
資
の
生
産
性
が
連
続
的
に
変
化
し
て
い
る
場
合
に
は
(
生
産
物
曲
線
が
連
続
で
あ
る
場
合
に
は
と
い
っ
て
も
よ

い
)
、
絶
対
地
代
の
成
立
す
る
余
地
は
な
い
。
市
場
価
格
が
少
し
で
も
上
昇
す
る
と
、

た
だ
ち
に
既
耕
地
に
追
加
投
資
が
行
な
わ
れ
て
、

未
耕
地
の
所
有
者
が
い
く
ら
貸
付
け
を
拒
否
し
て
も
、
総
供
給
量
は
増
大
し
、
市
場
価
格
は
限
界
投
資
に
よ
っ
て
調
整
さ
れ
る
か
ら
で
あ

る
」
(
前
掲
誌
五
頁
)
と
の
べ
て
い
る
。
大
内
・
日
高
氏
が
絶
対
地
代
を
否
定
し
て
い
な
い

l
!と
は
い
え
そ
の
内
容
は
マ
ル
ク
ス
の
理
解

と
異
な
る
|
|
の
に
対
し
、
新
沢
・
華
山
両
氏
は
そ
の
大
内
・
日
高
説
を
論
拠
に
絶
対
地
代
を
否
定
す
る
結
論
を
出
さ
れ
て
い
る
の
は
理

解
に
苦
し
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
て
、

こ
の
よ
う
に
、
絶
対
地
代
を
土
地
所
有
の
独
占
か
ら
の
み
説
明
L
ょ
う
と
す
る
試
み
や
、
絶
対
地
代
範
時
の
成
ム
況
を
原
則
と
し

て
否
定
し
よ
う
と
す
る
見
解
に
た
い
し
、

マ
ル
グ
ス
ほ
ど
の
よ
ろ
な
見
解
を
の
ベ
℃
い
た
か
を
次
に
み
よ
う
c

周
知
の
よ
う
に
、

マ
ル
ク

ス
は
土
地
所
有
の
独
占
の
み
か
ら
絶
対
地
代
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
見
解
に
た
い
し
、

土
地
所
有
の
独
占
に
よ
り
、
農
庄
物
は
そ
の
生
産

価
格
以
上
の
価
値
で
売
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
で
は
土
地
所
有
な
る
も
の
は
「
何
故
に
空
た
生
産
物
が
そ
の
価
値
以
上
に
即
ち
思
う
ま
ま
の

独
占
価
格
で
売
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
カ
を
も
与
え
な
い
の
か
?
」
(
叶
剰
余
価
値
学
説
史
』
第
二
巻
第
二
部
一
一
一
一
氏
、
訳
黄
土
紅
一

O
四
頁
)
と
疑

問
を
発
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
対
外
穀
物
貿
易
を
ま
る
で
持
た
な
い
一
小
島
に
お
い
て
な
ら
ぽ
、
無
条
件
的
に
穀
物
は
、
食
料
品
一
般
は
、

他
の
あ
ら
ゆ
る
生
産
物
と
同
じ
〈
独
占
価
格
で
販
売
き
れ
得
る
だ
ろ
う
」
(
向
上
)
と
の
べ
て
お
り
、

ま
た
「
こ
の
租
税
(
地
対
地
代
を
比
喰
的

に
さ
す
|

1
引
用
者
)
に
は
与
え
ら
れ
た
経
済
的
制
限
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。
こ
の
祖
税
は
、

旧
来
の
諸
借
地
で
の
追
加
諸

投
資
に
よ
り
、
外
国
の
土
地
生
産
物
ー
ー
そ
の
自
由
輸
入
を
前
提
す
れ
ば
1
1
1
の
競
争
に
よ
り
、

土
地
所
有
者
相
互
間
の
競
争
に
よ
り
、

最
後
に
は
消
費
者
た
ち
の
欲
望
お
よ
び
支
払
能
力
に
よ
っ
て
、
制
限
さ
れ
て
い
る
」
(
『
資
本
論
』
第
三
巻
八

O
七
頁
、
訳
帥
一

O
六
八
1

九
頁
)

マ
ル
グ
ス
め
地
代
範
臨
時
へ
の
批
判
に
対
す
る
一
反
論

七



マ
ル
ク
ス
の
地
代
範
噂
へ
の
批
判
に
対
す
る
一
反
論

八

つ
ま
り
、
絶
対
地
代
に
は
、
①
外
国
穀
物
の
自
由
輸
入
、
②
旧
来
の
諸
借
地
で
の
追
加
的
諸
投
資
、
③
土
地

所
有
者
相
互
の
聞
の
競
争
、
④
消
費
者
達
の
欲
望
お
よ
ひ
吏
私
能
力
等
の
経
済
的
制
限
が
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
土
地
生
産
物
が
思
う
ま

と
の
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

主
の
独
占
価
格
で
は
売
ら
れ
な
い
諸
要
因
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
と
こ
ろ
で
右
の
諸
要
因
の
う
ち
現
実
に
お
い
て
①
外
国
貿
易

の
果
す
役
割
は
重
要
な
意
義
を
有
す
る
の
で
あ
ろ
う
が
、

し
か
し
外
国
貿
易
を
捨
象
し
て
問
題
を
考
察
す
る
場
合
、

寸
原
理
論
で
は
、

そ

の
価
格
で
農
産
物
を
生
産
で
き
る
豊
度
を
も
っ
た
土
地
が
無
限
に
、
あ
る
い
は
輸
入
量
に
応
ず
る
だ
け
の
広
き
で
存
在
す
る
と
い
う
こ
と

に
翻
訳
で
き
る
』
(
日
高
普
「
絶
対
地
代
論
に
つ
い
て
」

『
経
済
志
林
』
二
六
巻
三
号
、
昭
和
三
三
年
七
月
、
四
O
頁
)
で
あ
ろ
う
。
支
た
④
消
費
者

還
の
一
欲
望
及
び
支
払
能
力
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
と
い
う
点
も
そ
れ
は
絶
対
地
代
の
場
合
の
み
な
ら
ず
木
来
的
独
占
価
格
の
場
合
も
同
様

で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
こ
の
本
来
的
独
占
価
格
に
基
づ
く
独
占
地
代
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
。

し
か
し
②
旧
来
の
諸
借
地
で
の
追
加
的
諸

投
資
、
及
び
右
の
引
用
で
は
一
一
一
4

日
及
き
れ
て
い
な
い
が
、

よ
り
低
い
未
耕
の
劣
等
地
の
耕
作
圏
内
へ
の
参
加
に
つ
い
て
は
、
:
:
:
絶
対
地
代

に
お
け
る
土
地
所
有
の
独
占
は
、

こ
の
『
優
等
地
の
追
加
投
資
と
よ
り
低
い
劣
等
地
の
耕
作
圏
内
へ
の
導
入
と
、

こ
の
二
つ
の
条
件
の
ゆ

る
す
範
閉
内
で
あ
ら
わ
れ
る
独
占
に
す
ぎ
な
い
』
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

」
の
二
条
件
を
通
し
て
農
業
に
お
け
る
資
本
の
競
争
、
が
行
な
わ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
二
条
件
す
な
わ
ち
『
旧
来
の
借
地
で
の
追
加
投
資
と
、

土
地
種
類
A
と
い
う
新
地
の
追
加
耕
作
と

は
、
相
互
的
制
限
を
な
す
。
そ
こ
空
で
は
追
加
資
本
が
よ
り
不
利
な
生
産
諸
条
件
の
も
と
で
も
同
じ
借
地
に
授
下
さ
れ
う
る
と
い
う
限
界

こ
の
土
地
等
級
が
も
た
ら
し
う
る
地
代
の
限
界
は
、
旧
来
の
諾
借

地
で
の
競
争
的
な
追
加
的
諾
投
資
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
』
(
『
資
本
論
』
第
三
巻
八

C
二
頁
、
訳
崎
一

O
六
二
頁
)
の
で
あ
る
」
(
『
地
代
の
理

は
、
土
地
等
級

A
で
の
競
争
的
新
投
資
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
、
他
方
、

論
』
二
四
回
頁
)
。

土
地
所
有
の
独
占
と
い
え
ど
も
、
農
業
部
門
で
の
資
本
家
問
、

地
主
間
、
資
本
家
と
地
主
聞
の
競
争
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
く
、

Tこ



だ
工
業
の
競
争
に
く
ら
べ
、
独
白
の
競
争
の
貫
徹
形
態
、
が
み
ら
れ
る
だ
け
な
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
「
社
会
的
需
要
が
増
大
し
て
、

未
耕
地
か
ら
の
供
給
が
な
け
れ
ば
需
給
が
均
衡
し
な
く
な
る
と
き
、
未
耕
地
の
所
有
者
が
土
地
の
貸
付
け
を
拒
否
す
る
と
す
れ
ば
、
土
地

生
産
物
の
市
場
価
格
は
上
昇
す
る
。
ご
の
上
昇
し
た
市
場
価
格
に
よ
っ
て
生
ず
る
超
過
利
潤
の
地
代
に
転
化
し
た
も
の
が
絶
対
地
代
で
あ

る
」
(
前
出
)
と
い
う
新
沢
・
華
山
両
氏
の
絶
対
地
代
範
時
の
規
定
そ
の
も
の
を
ヰ
同
定
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

ま
た
絶
対
地
代
が
存
在
し
な

い
と
い
う
主
怯
も
認
め
が
た
い
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
新
沢
氏
は
、
絶
対
地
代
成
立
の
不
可
欠
の
条
件
で
あ
る
工
業
の
平
均
資
本
に
く
ら
べ
て
の
農
業
資
本
の
有
機
的
構
成
の
低

位
に
ふ
れ
て
、

「
価
値
の
う
ち
か
ら
安
払
わ
れ
る
最
劣
等
地
に
生
ず
る
地
代
と
し
て
の
絶
対
地
代
ば
、
農
業
資
本
の
有
機
的
構
成
が
社
会

的
平
均
資
本
の
構
成
の
水
準
に
達
す
れ
ば
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
が
し
か
し
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
最
劣
等
地
は
無
償
で
資
本
に
ゆ
だ
ね

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
も
マ
ル
ク
ス
の
い
う
上
う
に
か
か
る
場
合
に
も
、

地
代
が
支
払
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
れ

ば

こ
れ
は
価
値
以
上
の
価
格
に
立
脚
す
る
地
代
で
あ
り
、
絶
対
地
代
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
単
純
な
る
独
占
地
代
と

同
視
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
」
〈
『
農
業
剰
余
価
値
形
態
論
』
一
一
一
頁
)
と
重
要
な
疑
同
を
の
べ
て
お
ら
れ
る
。

た
し
か
に
新
沢
氏
の
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
農
業
資
本
の
構
成
が
低
位
で
な
く
な
れ
ば
、

マ
ル
ク
ス
の
い
う
絶
対
地
代
が
消
滅
す
る
点
は

間
違
い
な
い
。

ま
た
、

だ
か
ら
と
い
っ
て
最
劣
等
地
の
地
主
が
無
償
で
土
地
を
借
地
農
に
使
用
さ
せ
な
い
こ
と
も
当
然
で
あ
る
。

と
す
る

と
、
こ
の
場
合
の
地
代
の
性
格
、
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
地
代
が
、
木
来
的
独
占
地
代
で
な
い
こ
と
も
新
沢
氏
の
い
わ
れ
る
通
り
で
あ
ろ
う
。

何
故
、
最
劣
等
地
の
地
主
は
無
償
で
土
地
を
貸
出
さ
な
い
か
。
最
劣
等
地
ー
ー
と
い
っ
て
も
一
定
の
豊
度
と
位
置
を
も
っ
1

1
が
有
限

で
あ
り
、
地
主
に
よ
り
独
占
的
に
所
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
借
地
農
は
、
農
薬
で
平
均
利
潤
を
入
手
す
る
た
め
に
は
そ
の
土
地
が

マ
ル
ク
ス
の
地
代
範
鴎
へ
の
批
判
に
対
す
る
一
一
反
論

九



マ
ル
ク
ス
の
地
代
範
鴎
へ
の
批
判
に
対
す
る
一
反
論

四
0 

不
可
欠
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
資
本
は
そ
の
よ
う
な
土
地
を
創
造
る
す
こ
と
が
出
来
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
農
業
資
本
の
有
機

」
の
場
合
の
地
代
1

1

わ
た
く
し
は
こ
れ
を

「
有
限
地
地

的
構
成
が
工
業
資
本
と
全
く
同
じ
1
1
1資
本
の
回
転
は
捨
象
7
1ー
と
し
て
、

い
ま
投
下
資
木
五

O
ジ
リ
ン
グ
、

代
」
と
よ
ぶ
こ
と
に
す
る

l
!の
性
格
を
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
地
代
表
の
数
字
を
例
と
し
て
考
察
し
上
う
。

工
資
本
を
通
じ
て
そ
の
平
均
構
成
法
八
O
C
十
二

O
V
(剰
余
価
値
率
一

O
O
%
)
と

仮
定
し
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、

平
均
利
潤
一

0
シ
リ
ン
グ
(
平
均
利
潤
率
二

O
%
)、
農
、

一
ク
ォ

i
タ

i
あ
た
り
の
農
産
物
の
市
場
生
産
価
格
は
六

0
シ
リ
ン
グ
で
あ
り
、
絶
対
地
代
は
存
在
し
な

有限地地代表 1(農業資本の低位構成消滅の仮定に立つ)

坦期!?問|賄雨宮古里伊豆l
I A I 60 I 10 I 60 I 70 I 10 I 0 I 10 I 
B 60 I 12 I 72 I 84 I 10 I 14 I 24 

c I 60 14 I 84 I 98: 10 i 28 I Z8 
D I 60 I 16 I 96 I 112 I 10 I 42 I 52 

4160  I 18: 108 I 126 I 10:~J 

ぃ。

L
か
し
、
最
劣
等
地
と
い
え
い
と
も
無
償
で
な
い
の
で
、

A
地
の
地
主
が
、
「
有
限
地
地
代
」
を
一

O
シ

リ
ン
グ
要
求
し
た
と
す
る
。
こ
の
場
合
の
表
は
上
の
如
〈
で
あ
る
。

こ
の
有
限
地
地
代
は
土
地
の
豊
度
に
無
関
係
で
あ
る
か
ら
差
額
地
代
で
は
な
い
。
ま
た
差
額
地
代
や
絶

対
地
代
の
よ
う
に
価
値
で
は
な
く
、
価
値
以
上
の
価
格
で
あ
る
が
、

し
か
し
、
本
来
的
独
占
地
代
の
よ
う

に
あ
る
特
殊
な
土
地
に
の
み
成
立
寸
る
も
の
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
最
劣
等
地

l
iと
の
最
劣
等
地
そ
の

も
の
も
、

B
、
c
:
:
:
等
の
土
地
の
内
部
で
交
替
す
る
|
|
!
と
優
等
地
に
生
ず
る
し
、

か
っ
、
追
加

A 

投
資
や
、

よ
り
劣
悪
な
土
地
の
耕
作
圏
内
へ
の
参
加
に
よ
り
制
限
さ
れ
て
い
る
の
で
、
独
占
地
代
で
は
な

ぃ
。
こ
の
地
代
は
、
最
劣
等
地
と
い
え
ど
も
、
有
限
で
あ
り
、
資
本
制
的
借
地
農
に
と
っ
て
は
一
定
の
代

償
な
く
し
て
は
使
用
し
え
な
い
と
こ
ろ
に
生
ず
る
有
陣
地
地
代

!
iこ
れ
も
一
種
の
独
占
地
代
で
は
あ
る

が
、
も
と
も
と
資
本
制
的
範
時
地
代
と
い
え
ど
も
レ

l
ニ
ン
の
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
一
種
の
独
占
地
代

な
の
で
あ
る
ー
ー
ー
で
あ
る
。

し
か
し
有
限
地
地
代
と
い
え
ど
も
過
度
に
地
主
が
要
求
し
う
る
も
の
で
は
な

レ
。
い
ま
、
何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
農
産
物
の
販
売
価
格
が
七

O
か
ら
八

O
と
な
っ
た
と
し
よ
う
。
そ
し



て
地
主
は
一

0
シ
リ
ン
グ
で
な
く
二

0
シ
リ
ン
グ
の
有
限
地
地
代
を
要
求
し
た
と
し
よ
う
。
こ
の
場
合
、
従
来
の
最
劣
等
地
A
よ
り
も
さ

ら
に
劣
悪
な
九

!llそ
こ
で
の
生
産
物
は
八
ブ
ッ
シ
ェ
ル
で
あ
る
と
す
る
1

i
が
耕
作
圏
内
に
は
い
っ
て
く
る
。
こ
の
場
合
の
四
シ
り
ン

有限地地代表II(農業資本の低位構成消滅の仮定に立つ〉

空調空間|両元理性白l

グ
の
有
限
地
地
代
は
、

さ
き
の
一

0
シ
リ
ン
グ
の
有
限
地
地
代
と
そ
の
性
格
は
全
く
同
じ
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
有
限
地
地
代
、
と
い
え
ど
も
、
新
た
な
劣
等
地
の
参
加
や
追
加
授
資
の
競
争
に
よ
り
、
無

闇
と
高
騰
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
有
限
地
地
代
の
消
滅
の
条
件
は
、

土
地
が
無

限
に
存
在
す
る
か
、
資
本
が
土
地
的
条
件
を
自
由
に
創
造
し
う
る
か
、

の
場
合
で
あ
ろ
う
。

マ
ル
ク
ス
経
済
学
に
お
け
る
経
済
的
諸
範
時
の
解
明
は
、

そ
の
よ
う
な
経
消
的
諸
範
腐
を
必
然
的

に
成
立
さ
せ
る
と
こ
ろ
の
資
本
制
社
会
の
生
産
関
係
の
解
明
で
あ
っ
た
。

L
た
が
っ
て
、
司
資
本
論
』

で
の
地
代
範
時
|
|
差
額
地
代
と
絶
対
地
代
l
iも、

た
ん
な
る
観
念
の
産
物
で
は
な
く
、

'
n
-
、、通

7
し
み
れ
，
刀

っ
て
こ
れ
ま
で
に
み
た
よ
う
な
数
量
的
思
惟
の
生
み
出
し
た
も
の
で
は
な
い
。
客
観
的
生
産
関
係
こ

そ
が
マ
ル
ク
ス
の
地
代
範
時
成
立
の
究
極
的
根
拠
で
あ
り
、

こ
の
客
観
的
な
社
会
的
存
在
で
あ
る
生

産
関
係
が
存
在
し
な
け
れ
ば

マ
ル
ク
ス
の
地
代
範
時
も
ま
た
成
立
す
る
も
の
で
は
な
い
。

に
も
か

か
わ
ら
ず
、

マ
ル
ク
ス
の
地
代
範
院
を
以
上
の
観
点
か
ら
離
れ
て
批
判
修
正
し
よ
う
と
す
る
試
み

な
表
現
の
な
か
で
、
有
益
な
問
題
を
提
示
し
、
独
自
な
解
決
を
一
万
さ
れ
た
興
味
深
い
見
解
と
し
て
教
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
が
、
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こ
れ
ま
で
も
し
ば
し
ば
な
さ
れ
て
い
た
。
以
上
考
察
し
た
新
沢
・
華
山
両
氏
の
見
解
も
、
簡
潔

な
か
ら
う
か
。

結
局
は
マ
ル
ク
ス
の
地
代
範
時
を
誤
っ
た
理
論
的
根
拠
に
よ
り
否
定
し
よ
う
と
し
た
新
し
い
試
み
の
一
つ
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
は
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九
六
六
年
九
月
〉

マ
ル
ク
ス
の
地
代
範
鴎
へ
の
批
判
に
対
す
る
一
反
論
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